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思い出をありがとう　いつまでも忘れない橘中学校、網野中学校が閉校　地域と歩んだ歴史に幕
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橘
中
学
校

網
野
中
学
校

網
野
中
学
校

　
橘
中
学
校
（
網
野
町
）
の
閉

校
式
が
３
月
14
日
、
同
校
の
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
生
徒

を
は
じ
め
卒
業
生
や
地
域
住
民

な
ど
約
３
５
０
人
が
、
昭
和
22

年
か
ら
68
年
間
の
歴
史
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
代
表
の
小

林
聖さ

と
り

さ
ん
が
、
学
校
関
係
者
へ

の
感
謝
な
ら
び
に
決
意
の
こ
と

ば
を
述
べ
た
ほ
か
、
中
山
市
長

へ
校
旗
返
納
が
行
わ
れ
、
最
後

に
校
歌
を
斉
唱
し
閉
式
と
な
り

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
行
わ

れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
行
事
「
さ
よ

な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
～
あ
り
が
と

う
橘
中
学
校
～
」
で
は
、
網
野

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
に
始
ま
り
、
同
校
卒
業
後
、

大
学
で
声
楽
を
学
ぶ
塩
田
彩

美
さ
ん
が
歌
声
を
披
露
し
た
ほ

か
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
閉
校

ま
で
の
一
年
間
の
記
録
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
網
野
中
学
校
（
網
野
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
24
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
生

徒
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
が

出
席
し
て
、
昭
和
22
年
の
開
校

以
来
、
68
年
間
続
い
た
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
代
表
の
待

谷
勇
貴
君
が
地
域
の
方
へ
の
感

謝
の
意
を
示
す
と
と
も
に
「
仲

間
を
大
切
に
す
る
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、橘
中
の
伝
統
と
合
わ
せ
、

新
た
な
歴
史
を
つ
く
る
。
互
い

の
良
さ
を
認
め
合
い
、
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
校
旗

が
生
徒
代
表
か
ら
松
田
教
頭
、

小
松
教
育
委
員
長
を
経
て
、
最

後
は
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
中

山
市
長
に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

1

1. 最後の校歌を斉唱する生徒
たち　2. 校旗返納に当たり、
校旗を披露する生徒たち　
3.歌声を披露する塩田さん

3

2

3

1.校旗返納に当たり、
校旗を披露する生徒
たち　2. 生徒代表の
言葉を述べる待谷君
3.それぞれの思いを
胸に校歌斉唱を行う
生徒

1

2

　

網
野
中
学
校
校
歌

歴
史
は
誇
る　

銚
子
山

母
な
る
郷
に　

育
ま
れ

学
び
の
道
を　

い
ざ
進
む

微
笑
む
希
望　

宙
に
舞
い

理
想
の
世
界　

目
指
し
つ
つ

未
来
を
拓
く　

網
野
中
学
校

琴
引
浜
の　

鳴
き
砂
の

奏
で
る
詩
に　

春
息
吹
く

伸
び
ゆ
く
力　

夢
を
見
る

新
風
よ
吹
け　

吹
き
募
れ

不
屈
な
精
神　

鍛
え
つ
つ

い
の
ち
尊
ぶ　

網
野
中
学
校

夕
日
ヶ
浦
の　

潮
か
お
る

花
咲
き
盛
る　

砂
丘
の
上

平
和
な
陽
光　

背
に
浴
び

絆
は
ふ
か
く　

高
め
合
い

友
愛
の
輪
を　

広
げ
つ
つ

永
遠
に
輝
け　

網
野
中
学
校

　
　
作
詞
　
濵
岡
　
均

　
　
作
曲
　
谷
口
　
理
恵

　
橘
、
網
野
の
２
中
学
校
の
再

配
置
に
よ
り
、
網
野
中
学
校
の

校
舎
を
使
用
し
て
誕
生
し
た
、

新
生
「
網
野
中
学
校
」
の
開
校

式
が
４
月
７
日
、
同
校
の
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
た
な
校
旗
が

披
露
さ
れ
、
木
本
勝
幸
校
長
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
し
い
校
歌
の
作
詞
者
と
作
曲

者
、
校
章
の
制
作
者
に
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 　

続
い
て
、
生
徒
代
表
の
梅
田

み
や
び
さ
ん
が
新
校
歌
の
歌
詞

を
例
に
あ
げ
「
学
校
生
活
の
柱

で
あ
る
授
業
を
大
切
に
し
、
生

徒
全
員
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、

学
校
行
事
を
成
功
さ
せ
、
楽
し

く
、
希
望
と
夢
を
持
っ
て
輝
け

る
学
校
を
創
り
上
げ
ま
す
」
と

力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

新たな歴史のスタート

　　新生　網野中学校が開校

　

橘
中
学
校
校
歌

白
土
山
は　

旭
に
映
え
て

若
き
理
想
の　

呼
ぶ
と
こ
ろ

少
女
ら
男
の
子
ら
は
つ
ら
つ
と

真
理
求
め
て　

日
々
集
い

い
そ
し
む
学
窓
に　

風
か
お
る

常
世
の
浜
に　

寄
す
る
波

こ
だ
ま
に
咲
く
か　

砂
丘
の
桃

や
さ
し
き
少
女　

強
き
子
ら

若
き
命
を　

き
た
え
ん
と

つ
と
む
る
学
園
に　

潮
か
お
る

黄
金
に
実
る  

橘
の

伝
え
ゆ
か
し
き  

こ
の
里
に

ひ
と
み
明
る
き  

若
き
子
ら

平
和
の
世
界  

き
ず
か
ん
と

心
誓
い
て  

日
々
学
ぶ

あ
あ
橘　

橘
中
学
校

　

網
野
中
学
校
校
歌

住
之
江
の
浦　

波
路
遥
け
く

豊
に
香
う　

平
和
の
光

か
ざ
し
て
進
む　

若
き
集
い

あ
ゝ
新
し
き　

息
吹
に
満
て
る

我
ら
が
母
校　

網
野
中
学
校

銚
子
の
山
辺　

松
風
冴
え
て

高
く
貴
き　

文
化
の
香
り

求
め
て
励
む　

若
き
集
い

あ
ゝ
新
し
き　

生
命
育
む

我
ら
が
母
校　

網
野
中
学
校

1. 生徒代表の言葉を述べる梅田さ
ん　2. 校歌を作詞し米田教育長か
ら感謝状の贈呈をうける濵岡均さん
3.新しい校旗を披露する中山市長

1

2 3

橘中学校、網野中学校が閉校
　　　　地域と歩んだ歴史に幕
　網野町内の２中学校の閉校式が３月 14日、24日に開かれ、地域とともに歩
んできたそれぞれの長い歴史に幕を閉じました。両校は、市の「学校再配置基
本計画」に基づき再配置され、閉校した学校の歴史と伝統を引き継ぎ、新生「網
野中学校」として新たな一歩を踏み出しました。

思い出をありがとう
　　　　いつまでも忘れない

網野中学校（沿革・概要）

◆昭和 22年－網野町外2ヶ村学校組合立
として創立
◆昭和24年－木津村外1ヶ村学校組合を
吸収し、網野町外4ヶ村学校組合となる
◆昭和25年－網野町立網野中学校となる
◆昭和 57年－陸上女子京都府大会で優勝
◆昭和58年－サッカー部京都府大会で優勝
◆平成 7年－京都府教育委員会より「教育
実践パイロット校」の指定を受ける
◆平成 16年－ 6町合併により京丹後市誕
生、京丹後市立網野中学校となる
◆平成 22年－京丹後市教育委員会より、
「小中連携」教育実践モデル校の指定を受ける
◆平成 27年 3月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立網野中学校閉校

橘中学校（沿革・概要）

◆昭和22年－木津村立木津中学校創立
◆昭和 23 年－木津・浜詰村組合立橘中学
校と改名
◆昭和 25年－西部五ヶ町村の合併により、
網野町立網野中学校橘分校となる。
◆昭和 32年－網野町立橘中学校として独
立校となる
◆平成元年－京都府中学校総合体育大会で
男子体操部優勝
◆平成6年－文部省より「道徳教育推進校」
の指定を受ける
◆平成 16年－ 6町合併により京丹後市誕
生、京丹後市立橘中学校となる
◆平成 27年 3月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立橘中学校閉校

沿革史（概要）
校歌

京丹後市立
橘、網野中学校
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弥
栄
町
内
の
５
保
育
所
（
吉
野
・
溝
谷
・
黒
部
・
鳥
取
・
和
田
野
）
を
統
合

子育て

定
員
１
６
０
人
の「
弥
栄
こ
ど
も
園
」完
成

　

弥
栄
こ
ど
も
園
は
、「
京
丹
後

市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」（
平

成
18
年
策
定
）
に
基
づ
い
て
、
弥

栄
町
の
吉
野
、溝
谷
、黒
部
、鳥
取
、

和
田
野
の
５
保
育
所
の
統
合
施
設

と
し
て
整
備
。
弥
栄
町
木
橋
地
内

の
約
１
万
平
方
㍍
の
敷
地
に
、
木

造
約
１
６
５
０
平
方
㍍
の
園
舎
が

完
成
し
ま
し
た
。

完成した「弥栄こども園」

　
弥
栄
町
木
橋
地
内
で
建
設
を
進
め
て
い
た
「
弥
栄
こ
ど
も
園
」
が
完
成
し
、
３
月
26

日
、
同
園
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
60
人
の
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

園
舎
の
完
成
を
祝
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
や
保
育
環
境

の
充
実

　

用
地
取
得
費
を
含
む
総
事
業

費
は
約
８
億
７
１
５
３
万
円
。
市

の
一
般
財
源
や
合
併
特
例
債
、
施

設
整
備
事
業
債
、
温
室
効
果
ガ
ス

吸
収
源
対
策
森
林
整
備
事
業
補

助
金
１
億
５
千
万
円
を
活
用
し
ま

し
た
。

　
施
設
は
、
府
内
産
の
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
。
２
歳
～
５
歳
児

の
保
育
室
７
室
や
ほ
ふ
く
室
１
室

を
は
じ
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い

子
育
て
支
援
室
、
広
々
と
し
た
屋

内
遊
戯
室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
同
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
育

内
容
に
加
え
、
０
歳
（
６
カ
月
）

か
ら
の
低
年
齢
児
保
育
を
新
た
に

実
施
。
４
台
の
通
所
バ
ス
も
運
行

し
、
保
育
環
境
と
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

３
月
26
日
の
竣
工
式

５
歳
児
ら
歌
で
完
成
祝
う

　
３
月
26
日
の
竣
工
式
に
は
、
府

や
市
の
行
政
関
係
者
や
工
事
関
係

者
、
同
園
建
設
検
討
委
員
会
の
委

員
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
中
山
市
長
は
、「
こ
ど

も
園
が
地
域
に
根
づ
き
発
展
す
る

こ
と
を
心
か
ら
願
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
が
、
必
ず
や
地
域
と

日
本
の
発
展
へ
と
力
強
く
引
き
継

い
で
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
工
事
関
係
者

ら
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
引
き
続

い
て
５
保
育
所
の
園
児
91
人
が
元

気
よ
く
歌
を
披
露
し
、
園
舎
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

竣工式で元気に歌声を披露する園児たち

保
育
所
整
備
が
完
了

　

安
心
安
全
な
保
育
環
境
を

整
え
る
た
め
「
京
丹
後
市
保

育
所
再
編
等
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
進
め
て
き
ま
し
た
保

育
所
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

か
ぶ
と
山
こ
ど
も
園
と
峰
山

こ
ど
も
園
、
そ
し
て
今
回
の
弥

栄
こ
ど
も
園
を
も
っ
て
完
了
し

ま
し
た
。

　

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
保
育
時
間
の
拡

大
や
低
年
齢
児
の
受
け
入
れ

な
ど
を
行
い
、
ま
た
教
育
・
保

育
の
一
体
的
な
提
供
が
で
き
る

施
設
と
し
て
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
開
所
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

まちづくり

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
が
交
代

新
田
良
文
さ
ん
村
上
憲
男
さ
ん
を
選
任

　

市
は
、
地
域
の
特
性
や
特
徴
を
生
か

し
な
が
ら
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
地

域
自
治
活
動
な
ど
を
活
性
化
し
、
地
域

に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、「
地
域

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」
を
市
民
局
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
大
宮
町
お
よ

び
弥
栄
町
の
推
進
員
が
交
代
し
、
新
た

に
新に

っ
た田

良
文
さ
ん
（
大
宮
町
三
重
）
と

村
上
憲の

り

男お

さ
ん（
弥
栄
町
船
木
）を
配
置
。

市
民
局
と
一
緒
に
、
市
民
目
線
で
地
域

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

新田　良文さん
（大宮市民局配置）

村上　憲男さん
（弥栄市民局配置）

財政

３
月
定
例
市
議
会
で
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
が
成
立

国
の
交
付
金
を
活
用
し
２
億
５
千
万
円
追
加

  

３
月
定
例
市
議
会
に
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
を
提
出
し
、

市
議
会
で
の
慎
重
審
議
を
経
て
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
26

年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
６
６
億
５
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
　
　
▼
２
億
５
３
５
９
万
円

 

地
域
再
生
戦
略
交
付
金

【
１
億
１
０
５
３
万
円
】

京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
運

営
事
業

　
　
２
８
５
９
万
円

　
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
が
入

域
し
、
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て

地
域
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る
大
学

活
動
と
地
域
振
興
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
ま
す
。

Ｅ
Ｖ
タ
ク
シ
ー
運
行
支
援

　
２
０
１
６
万
円

　
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
、
タ
ク
シ
ー
空
白
地
に
お

い
て
民
間
事
業
者
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
車

両
を
使
用
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
を
支
援
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
３
０
０
０
万
円

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
公
共

交
通
で
の
Ｅ
Ｖ
等
車
両
の
活
用
推

進
を
図
る
た
め
、
市
内
３
カ
所
に

太
陽
光
発
電
お
よ
び
二
次
電
池
を

接
続
し
た
ス
マ
ー
ト
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

新
シ
ル
ク
産
業
創
造
事
業

３
１
７
８
万
円

　
「（
仮
称
）
新
シ
ル
ク
研
究
開

発
・
利
用
促
進
施
設
（
旧
溝
谷
小

学
校
）」
に
お
い
て
、
京
都
工
芸

繊
維
大
学
と
連
携
し
て
周
年
養
蚕

や
絹
業
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も

に
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
と
の
連

携
に
よ
り
高
機
能
性
シ
ル
ク
の
開

発
研
究
を
開
始
し
、
新
シ
ル
ク
産

業
創
造
の
早
期
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
（
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
）

【
１
億
５
９
６
０
万
円
】

地
域
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

　
　
１
億
３
４
０
０
万
円

　
更
な
る
消
費
喚
起
と
新
た
な
消

費
誘
発
に
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

拡
充
し
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

観
光
誘
客
促
進
消
費
喚
起
事
業

補
助
金�

２
５
６
０
万
円

　
「
か
に
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
バ
ス

代
金
割
引
、
京
都
丹
後
鉄
道
の
運

賃
割
引
な
ど
誘
客
効
果
の
期
待
で

き
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

平成 26 年度 平成 27 年度

五箇保育所 五箇保育所

吉原保育所

峰山仮設保育所 峰山保育所

峰山幼稚園
峰山こども園

長岡保育所

新山保育所

丹波保育所

峰山幼稚園

大宮北保育所 大宮北保育所

大宮南保育所
大宮こども園

大宮南保育所
大宮こども園

大宮幼稚園 大宮幼稚園

網野みなみ保育所 網野みなみ保育所

浅茂川保育所 浅茂川保育所

島津保育所 島津保育所

たちばな保育所 たちばな保育所

網野幼稚園 網野幼稚園

丹後保育所
丹後幼稚園

丹後こども園
丹後保育所
丹後幼稚園

丹後こども園

宇川保育所 宇川保育所

吉野保育所

溝谷保育所 弥栄保育所

弥栄幼稚園
弥栄こども園

溝谷保育所

和田野保育所

黒部保育所

鳥取保育所

久美浜保育所 久美浜保育所

湊保育所

久美浜仮設保育所
かぶと山保育所

かぶと山幼稚園
かぶと山こども園神野保育所

田村保育所

こうりゅう保育所 こうりゅう保育所

情報ファイル� P24

京丹後人�	 P28

文化 de 丹後	 P22

まちのわだい� P16

市の文化財／ジオトピックス／和気泰来／図
書館だより　ほか

ぎょそんセンターに「みなと食堂」がオープン
／三重・森本の見どころマップ作成　ほか

京丹後市国際交流協会事務局長　
多文化共生マネージャー
　　麻田　友子さん（36）

目　次
index

生命の絆  � P23

今月の「きょうたんごで“いいね”」

市政トピックス	 P4
「弥栄こども園」完成／スポーツ施設３カ所
の愛称が決定　ほか

みんなの広場	 P20

 表紙の写真は、京丹後市網野町木津内
の、「花郷 OKADA」で撮影しました。
約 10 万にも及ぶチューリップや芝桜の
ほか、菜の花などが一面に広がっており、
多くの来場者が色鮮やかな花畑を楽しん
でいました。

橘中学校、網野中学校が閉校	 P2
地域と歩んだ歴史に幕

第14回

丹後「農業・農村」写真コンクール
	 P10

京丹後市職員人事異動	 P12

京都府のひろば	 P18

健康のひろば	 P19

表彰／旬★感たんごはん　ほか

木工細工　谷口修一 さん　ほか

保育所整備完了に伴い施設数が25から15カ所に減少
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ら
か
件
４
９
２
数
総
募
応

まちづくり
　

連
と
康
健
、
光
観
や
技
競
が
ツ

置
位
が
市
本
て
し
と
」
都
の
化
文

ス
な
的
面
多
、
う
よ
る
れ
ら
け
付成

26

制
市
、
度
年

10

目
節
の
年
周

の
内
市
、
に
う
よ
る
な
と
り
く
づ

場
技
競
門
専
、
れ
さ
用
利
く
広
ら

。
た
し
ま
し
集
募
を
」
称
愛
「
に
設

　

市
、
し
指
目
を
定
選
の
」
称
愛
の

勤
通
・
学
通
の
へ
内
市
び
よ
お
民

な
重
慎
、
し
施
実
を
募
公
ら
か
者

応
、
度
の
こ
、
て
経
を
議
審
定
選

施
３
ら
か
中
の
件
４
９
２
数
総
募

。
た
し
ま
し
定
決
が
称
愛

し
念
記
を
業
開
道
鉄
後
丹
都
京

公共交通

設
新
を
板
看
名
駅
に
駅
７
内
市

課
宅
住
築
建
・
画
計
市
都

０
３
５
０
‐
９
６
☎

　　　　　　　　　　

　　峰山球場は、京丹後市名誉市民である韓
昌祐氏が、事故で亡くされたご子息・哲さん
が小学校3年生の時に書いた作文「ぼくのゆ
め」に綴られた「町営グラウンドをつくりたい」
という思いを実現させた球場である。
　甲子園出場、プロ野球選手など、子どもた
ちの夢を支える球場である。

　峰山途中ヶ丘グラウンドは、丹後国風土記
逸文や地元に伝えられている「羽衣天女」伝
承の磯砂山（比治山）を望む場所に位置して
いる。また、羽衣天女は丹後七姫の一人。

京丹後夢球場
（峰山球場）

選定理由

羽衣グラウンド
（峰山途中ヶ丘グラウンド）

　

　八丁浜シーサイドパーク多目的芝生広場
は、浦島伝説で知られる島児神社の海岸に位
置している。また、隣接する道路は、浦島エ
コロードの愛称がついており、一体感がある。

浦島フィールド
（八丁浜シーサイドパーク多目的芝生広場）

選定理由

選定理由
け
向
に
り
く
づ
ち
ま
な
心
安
・
全
安
い
な
の
罪
犯

安全安心

場
輪
駐
舎
駅

な
ど
17

置
設
を
ラ
メ
カ
犯
防
に
所
カ

　

心
安
で
全
安
の
級
一
第
で
本
日

市
本
む
組
り
取
に
り
く
づ
ち
ま
な

と
る
め
高
を
力
止
抑
罪
犯
、
は
で

か
速
迅
に
時
生
発
罪
犯
、
に
も
と

衛
防
、
め
た
る
す
応
対
に
確
的
つ

駐
の
駅
、
し
用
活
を
金
付
交
の
省

ど
な
港
漁
、
路
道
線
幹
や
場
輪

17

に
所
カ

22

設
を
ラ
メ
カ
犯
防
の
基

。）
照
参
表
左
（
た
し
ま
し
置

　

罪
犯
頭
街
る
け
お
に
内
市

減
々
年
は
数
件
知
認
の
ど
な

街
、
が
す
ま
り
あ
に
向
傾
少

車
転
自
が
割
４
約
の
罪
犯
頭

漁
は
で
年
近
、
り
あ
で
難
盗

難
盗
の
機
外
船
て
い
お
に
港

内
市
、
ら
か
と
こ
た
し
生
発
も

重
へ
港
漁
や
場
輪
駐
の
駅
各

。
た
し
ま
し
置
設
に
的
点

区　分 場　所（　）内は設置台数

駅駐輪場

京丹後大宮駅（1）

峰山駅（2）

網野駅（1）

夕日ヶ浦木津温泉駅（1）

小天橋駅（1）

かぶと山駅（1）

久美浜駅（1）

道　　路

消防本部入口（1）

大宮織物ホール（1）

木津防災資機材備蓄倉庫付近（1）

丹後市民局（1）

宇川小学校正門（1）

黒部駐在所付近（1）

消防久美浜分署入口（1）

漁　　港

袖志漁港（3）

尾和港（1）

中浜漁港（3）

連
と
察
警
後
丹
京
、
後
今
は
で
市

ラ
メ
カ
犯
防
次
順
、
ら
が
な
し
携

の
罪
犯
頭
街
、
ど
な
る
す
置
設
を

設置した防犯カメラ（24時間連続撮影、
データ保存期間は14日間。自動更新）

　米軍経ヶ岬通信所（丹後町袖志）の警備態勢を
強化するため京都府警察が設置した「丹後町警備
派出所」の開所式が 4月1日、旧宇川中学校で開
催されました。
　式には、警察や地元区役員の関係者ら約40人が
出席する中、開設に至る経過説明や同所に勤務す
る警察官が安全・安心のまちづくり向けて決意を
示しました。
　山下史雄府警本部長は、「隣接の派出所とも連携
を図り、事件・事故が派生した場合は、迅速かつ
的確な対応を図っていく」と式辞を述べました。
　同派出所は、旧宇川中の１階保健室を改修し、
整備されたもので、計 6人の警察官が 2人ずつ3
交代で勤務。24時間態勢で各種相談や届け出の受
け付け、パトロールなどを実施します。

米軍経ヶ岬通信所の設置に伴い
安全安心

府警が派出所を新設、警備強化

米軍経ヶ岬通信所の設置に伴い、新
設された「丹後町警備派出所」

基地対策支援員の勤務地を拡充
　市では、米軍経ヶ岬通信所の設置に伴
い、地域住民をはじめ市民の安全・安心の
確保、調整、交流等の業務に対応するため、
基地対策室（旧宇川中学校）に相談等の
通訳や翻訳業務に従事する「基地対策支
援員」（臨時職員1人）を配置しています。
　このような中、本年３月現在において、
同通信所業務に従事する米軍関係者が峰

山町内のホテル等に生活していることなど
に鑑み、相談業務のさらなる充実を図るた
め、この４月１３日から、１週間の勤務日
のうち、１日～２日程度を市役所峰山庁舎
（企画総務部企画政策課内）においても勤
務し、通訳や翻訳業務等に従事していま
す。お気軽にご
相談ください。

通訳をはじめ
　　各種業務の円滑化へ

総務課基地対策室
☎６９‐０0１２

。
す
ま
き
い
て
し
進
推
を
止
防

課
働
協
民
市

０
４
２
０
‐
９
６
☎

　

後
丹
都
京
ら
か
道
鉄
ゴ
ン
タ
畿
近
北
、
日
１
月
４

・称
略
（道
鉄

丹
鉄

、
い
伴
に
と
こ
る
わ
変
が
称
名
に）

の
）
記
併
称
愛
（
板
看
名
駅
た
し
設
新
に
駅
７
内
市

40
人。

た
し
ま
い
祝
に
も
と
と
業
開
の
鉄
丹
、
し
席
出
が

新駅名「夕日ヶ浦木津温泉駅」と記された看
板の除幕を行い開業を祝う関係者

　駅　　名 　愛　　称
京丹後大宮駅 小町の里駅
峰山駅 羽衣天女の里駅
網野駅 静御前と乙姫の里駅
夕日ヶ浦木津温泉駅 橘の里駅
小天橋駅 日間の松原駅
かぶと山駅 摩須郎女の里駅
久美浜駅 龍伝説の里駅

新駅名および愛称名（４月１日～）

    

峰山庁舎企画政策課内に設置の
相談窓口
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庁舎整備

峰
山
庁
舎
周
辺
に
本
庁
機
能
を
集
約
化

　
市
は
、
市
民
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
「
京
丹
後

市
役
所
本
庁
機
能
集
約
化
基
本
方
針
」
を
３
月
19
日
に
策
定
し
ま
し
た
。
同
方
針
で
は
、

必
要
最
小
限
の
費
用
で
本
庁
機
能
を
で
き
る
限
り
峰
山
庁
舎
近
辺
に
集
約
化
し
、
そ
の
た

め
の
庁
舎
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
は
平
成
29
年
度
末
ま
で
の
完
了
を
目
途
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
合
併
時
か
ら
旧
役
場

庁
舎
を
利
用
す
る「
分
庁
舎
方
式
」

を
採
用
。
本
庁
機
能
を
主
に
峰
山

庁
舎
、
網
野
庁
舎
お
よ
び
大
宮
庁

舎
の
３
庁
舎
を
中
心
に
し
て
庁
舎

全
庁
を
挙
げ
て
行
革
に
取
り
組
み
ま
す

行財政改革

第
３
次
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定

　
市
で
は
、
市
政
を
取
り
巻

く
状
況
に
対
応
し
、
引
き
続

き
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と

し
て
、「
第
３
次
京
丹
後
市

行
財
政
改
革
大
綱
」
を
平

成
26
年
12
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
推
進
計
画
で
は
、

同
大
綱
に
掲
げ
る
内
容
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
た

め
、「
主
な
取
り
組
み
」
と

し
て
計
１
８
８
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
掲
げ
、
そ
の
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
目
標
を

示
し
て
い
ま
す
。
主
な
取
り

組
み
内
容
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　
市
で
は
、
推
進
計
画
に
沿

い
、
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

の
利
活
用
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
老
朽
化
や
耐
震
化
へ

の
対
応
を
含
め
た
将
来
的
な
あ
り

方
に
つ
い
て
、
京
丹
後
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
団
体

か
ら
「
本
庁
機
能
の
集
約
化
」
に

つ
い
て
、
そ
の
推
進
に
積
極
的
な

答
申
や
意
見
が
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年
12

月
策
定
の
「
第
３
次
京
丹
後
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
の
中
で
、「
合

併
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
効
果
を

よ
り
一
層
発
揮
す
る
た
め
、
本
庁

機
能
の
集
約
化
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

指
針
が
示
さ
れ
、
市
は
、「
京
丹

後
市
役
所
本
庁
舎
整
備
検
討
委

員
会
」（
行
待
実
会
長
）
に
本
庁

機
能
の
集
約
化
に
つ
い
て
諮
問
。

同
委
員
会
か
ら
２
月
24
日
、
中
山

市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に

基
づ
く
基
本
方
針
を
左
表
の
と
お

り
策
定
し
ま
し
た
。

まちづくり

「
市
役
所
本
庁
機
能
集
約
化
基
本
方
針
」
を
策
定

「
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

１．現在、京丹後市役所の位置として定められている峰

　山庁舎及びその周辺（以下「峰山庁舎近辺」という。）

　を必要最小限の費用で整備することにより、大宮庁舎、

　網野庁舎及び丹後庁舎に存置する本庁機能をできる限

　り峰山庁舎近辺に集約化する。

２．すべての本庁機能を峰山庁舎近辺に集約化すること

　が経費的若しくは物理的な見地から勘案して不利若し

　くは困難な場合又は他の建物を利用するほうが有利な

　場合は、建築経過年数が少ない大宮庁舎をできる限り

　当該他の建物として利活用する。この場合において、　

　市長部局の本庁機能は、できる限り峰山庁舎近辺に集

　約化する。

３．本庁機能の集約化のための庁舎、駐車場等の整備は、

　その進捗状況を市民に公開しつつ、平成２９年度末ま

　での完了を目途とする。

　
市
で
は
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の

指
針
と
な
る
「
京
丹
後
市
多
文
化

共
生
推
進
プ
ラ
ン
」（
平
成
27
年

度
～
29
年
度
）
を
府
内
の
自
治
体

で
初
め
て
策
定
し
ま
し
た
。

農業
「丹後農業実践型学舎」1期生修了式

修了生10人が新規就農へ決意

　
　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

  

市
は
こ
の
ほ
ど
、「
第
３
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」（
平
成
27
年
度
か

ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
同
計
画
を
基
に
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」「
市
民
満
足
度
の
向
上
」「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
」「
健
全
な
財

政
運
営
」
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

区　　分 取り組み（抜粋） 目　標（平成 31年度）

市民とともに進める

まちづくり

審議会※1 委員の市民公募の推進 審議会における公募委員比率：10%

まちづくりリーダーの育成
リーダー育成講座の開催：年 2 回

リーダー育成数：5 年間で 65 人

市民満足度の高い

行政運営と人材育

成

証明書交付窓口の開庁日や発行

証明書の種類などの見直しによ

る証明書交付サービスの充実

税に関する証明書の時間外交付の

実施：平成 27 年度

※開庁日と開庁時間の拡大につい

ても可能な限り早期に実施

評価結果を人材育成と給与に

反映させる新たな人事評価制

度の仕組みづくり

評価結果の人材育成と処遇への反

映：平成 28 年 4 月

効率的・効果的な

行政運営の推進

事務事業の見直しと業務改善

による業務量の削減

事務事業のスクラップ件数：5 年

間で 50 件

行政評価※ 2 結果に基づく事

務事業の見直しの推進

行政評価による見直し効果額（各年

度効果額の 5 年間の合計）：1億円

持続可能な財政運

営の推進

有料広告の推進 広告料収入額：年 50 万円

未利用の市有財産の貸付、売

却等の推進

貸付料：年 1,700 万円

売却額：5 年間で 5,000 万円

第３次京丹後市行財政改革推進計画に掲げる主な取り組み

※1　審議会：まちづくりの基礎となる施策や計画を検討する際に、広く意見を求めるために市が
　　　設置する組織。市民や学識経験者等で構成される。
※2　行政評価：市が行う事務事業について分析・評価を行い、その結果を踏まえ今後の事務事業
　　　の方向性を検討し、業務改善や事務事業の再編・整理に反映させようとするもの。

　市内の国営開発農地で新規営農を目指す担い手を育成する「丹後農
業実践学舎」で2年間の研修を終えた1期性10人の修了式が3月16日、
府丹後農業研修所（弥栄町黒部）で行われました。
　学舎は、後継者不足や不耕作地の増加などを理由に、平成25年 7
月から府と市が共同で取り組んでいるもので、野菜を中心とする農業
技術の指導をはじめ、農業経営の仕方などを学ぶものです。
　修了式で修了証を受け取り、山下晃正京都府副知事ならびに前林
副市長から激励を受けた学舎生は、今後栽培予定の圃場の場所やカボ
チャ、ニンジンなどの栽培品目を発表したほか、「大規模農業経営を目
指して頑張ります」「学舎生として恥じないよう日々精進します」と順
に力強く決意表明を行いました。
　同学舎では、現在２期生８人が就農を目指して研修を受けています。

基 本 方 針

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意

識
調
査
と
し
て
、
外
国
人
市
民
お

よ
び
日
本
人
市
民
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
こ
の
調
査
結
果

を
基
に
、
関
係
団
体
や
外
国
人
市

民
で
構
成
す
る
「
京
丹
後
市
多
文

化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
」
に
お
い
て
、
議
論
・
検
討
を

重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
策
定
し
た
プ
ラ
ン
は
、「
国

籍
、
民
族
、
文
化
な
ど
の
ち
が
い

を
認
め
合
い
、
と
も
に
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
へ
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
て
お
り
、
本
市
の
現
状
や
課

題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。 府内初

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
４
大
目
標

Ⅰ　
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
ま
ち

Ⅱ　
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
る
ま
ち

Ⅲ　
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
育
む
ま
ち

Ⅳ　
国
際
色
豊
か
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち

ち
が
い
を
認
め
合
い
、
と
も
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

修了式で決意表明を行う1期生（府丹後農業研修所で）
本庁機能の集約化が検討される市役所峰
山庁舎周辺
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丹
後
の
美
し
い
自
然
、
風
景
、
伝
統
文
化
な
ど
が
、
農
業
と
農
村
に
果
た

す
役
割
を
再
認
識
し
、
こ
の
環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
丹
後
支
部（
弥
栄
町
吉
沢
）が
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
応
募
作
品
36
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
作
品
を
撮
影

者
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

『晴天の下で』金賞 撮
場

小北　健一さん（峰山町石丸）

丹後町筆
ふ で し

石

撮
場

…撮影者
…撮影場所

丹
後
「
農
業
・
農
村
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

第14回

１．『歩けぬ脚』
　　右手にカマ、左手には竹を杖にしておばちゃんが畑から降りてきた。苦笑いしてくれたが、
　　その表情には働き抜いた半生が見えた一場面だった。

２．『働く人々』
　　農家の人たちがみんなで田んぼの草刈りをしていました。

３．『草刈りも大変ですね…』
　　雑草も放っておくと大変だと思う。大変ですね、と声を掛け撮らせて頂いた。

４．『国営農地の春』
　　子どもの頃はどこの家でも作られていて、カチガラはホタルを捕るのによくつかいました。

５．『コウノトリを育む水田』

入選

幼少期に弟達と一緒に野球をした思い出が
よみがえりました。

特別賞
『秋晴れの田園球場』

場
撮 金久　昌和さん（弥栄町溝谷）

弥栄町溝谷（外村）

坪倉　義英さん（弥栄町鳥取）撮

北垣  正則さん（弥栄町芋野）撮

本合 達雄さん（舞鶴市南田辺）撮

荻野　博
ひろむ

さん（峰山町荒山）撮

森　豊彦さん（峰山町新町）撮

『ア～、やっちゃった！』
撮
場

笠
かさなみ

次　進さん（峰山町鱒留）

峰山町安

銀賞

園児たちが楽しく田植えをしている所に
出会いました。女の子がおしりをついて
どろんこになってしまったところです。

撮
場

『私もあの中でやりたいな』
平林　清

せいいち

市さん（弥栄町井
いのべ
辺）

久美浜町市
い ち の の

野々

銅賞

女人禁制の田植祭、恨めしそうにしている
少女が印象的でした。

　「京丹後市の農業・農村」を基本テーマに、農業の営みや農業者の姿、
くらし、祭りの風景を収めた写真（作品）を募集します。

*****  募集期間：６月上旬～12月下旬（予定）  *****
問：京都府土地改良事業団体連合会丹後支部（☎ 65-0012）

第 15 回 丹後「農業・農村」写真コンクール作品募集

3

5

2

4
1弥栄町溝谷場

弥栄町吉沢場

京丹後市場

弥栄町吉沢場

峰山町橋木場



議会事務局
議会総務課 課長 西山　真澄 (医療政策課長兼医

療政策係長 )
主任 (総務課兼務 ) 大木　義博 (議会総務課 )

市長直轄組織
秘書広報広聴課 秘書係長 川村　義輝 (税務課市民税係長 )

主事 松見　純花 (新規採用)

企画総務部 危機管理監兼総務課長 ○ 荻野　正樹 (総務課長 )
防災監 善家　義夫 (新規採用)
理事兼企画政策課長 川口　誠彦 (企画政策課長 )

企画政策課 主幹 ○ 服部　忍 (秘書広報広聴課長
補佐兼秘書係長 )

総合政策企画係長 三浦　大作 (財政課地方債係長 )

少子化･定住対策係長 井上　浩一 (企画政策課計画推
進係長 )

主事 小西　宏和 (情報政策課 )

主事 行待　香織 (秘書広報広聴課兼
企画政策課 )

総務課 課長補佐 ○ 溝口　容子 (総務課行政係長 )

行政係長 中西　陽一 (子ども未来課企画児
童係長 )

主任 (議会総務課兼務 ) 野村　寛子 (総務課 )
主任 (基地対策室兼務 ) 田﨑　正浩 (総務課 )
主任技師＜陸前高田市派
遣＞ 野村　隆文 (農林整備課 )

主事 (議会総務課兼務 ) 石井　昌宏 (総務課 )

人事課 課長補佐兼人事給与係
長 ○ 西村　智里 ( 人事課人事給与係

長 )

主査兼人材育成係長 ○ 下戸　裕子 (丹後市民局総合窓口
係長 )

主任 (企画政策課兼務 ) 吉野　勝 (入札契約課 )
主任 藤村　岳彦 (峰山市民局 )
主事 (総務課兼務 ) 櫻井　有希 (総務課 )

情報政策課 地域情報化係長 ○ 金木美由紀 (情報政策課 )
主事 稲川　亮太 (医療政策課 )
主事 松本　拓実 (新規採用)

財務部 部長 ○ 中西　俊彦 (財政課長 )

財政課 課長 谷口　敏典 (環境バイオマス推進
課長 )

地方債係長 ○ 平　勝行 (財政課 )
主任 岡田　直純 (総務課 )

管財・収納課 主事 牧野　伸伍 (管理課 )

入札契約課 課長補佐兼入札審査係
長 ○ 大下順太郎 (入札契約課入札審

査係長兼契約係長 )
契約係長 ○ 岡本有希子 (入札契約課 )

主任 千賀　誠 (スポーツ観光・交流
課 )

税務課 課長 瀬戸千賀子 (会計課長 )

課長補佐兼市民税係長 森　勇雄 (網野市民局長補佐
兼地域協働係長 )

庶務収納係長 ○ 松本　智子 (税務課 )
主任 木﨑　敬輝 (長寿福祉課 )
主任 谷口あゆみ (農政課 )
主事 左司　裕美 (人事課 )
主事＜京都地方税機構
丹後地方事務所派遣＞ 中江　脩 (普及推進・料金課 )

主事 中垣亜里紗 (新規採用)
行財政改革推進
課 課長兼改革推進係長 中島　茂樹 (スポーツ観光・交流

課長 )
主任 (財政課兼務 ) 中江　孝吏 (行財政改革推進課 )
主任 橋本　琢人 (市民課 )

市民部 理事兼網野市民局長 福尾　昌信 (網野市民局長 )

市民課 課長 (環境バイオマス推進
課主幹兼務 ) 大江　裕

(市民課主幹兼生活
衛生係長兼環境バイ
オマス推進課 )

係長 (環境バイオマス推
進課兼務 ) 中村　孝幸 (環境バイオマス推進

課環境総合係長 )
主任 梅田研二郎 (税務課 )
主任 (峰山市民局兼務 ) 橋　智子 (市民課 )

市民協働課 課長兼協働推進係長 月岡　良子 (久美浜市民局長 )
主任 西木　勇互 (観光振興課 )

峰山市民局 市民局長兼地域協働係長 平井　幸夫 (峰山市民局長 )

局長補佐 高野美加代 (峰山市民局長補佐
兼総合窓口係長 )

主査 宮本　富夫 (峰山市民局長補佐
兼地域協働係長 )

総合窓口係長 ○ 中村亜希子 (峰山市民局 )
主任 (市民課兼務 ) 村田　雅之 (市民課 )
技師 (市民協働課兼務 ) 寺田　周平 (峰山市民局 )
主事 吉田　百恵 (新規採用)

大宮市民局 市民局長 西村誠志郎 (市民協働課長 )
主任 川戸　潤子 (農林整備課 )
主任技師 ( 農林整備課兼
務 ) 野村　知希 (大宮市民局 )

主事(子ども未来課兼務) 矢野　真由 (大宮市民局 )
網野市民局 局長補佐兼地域協働係長 小山　登 (長寿福祉課長補佐 )

主任 川浪周一郎 (子ども未来課 )
主任 小谷美保子 (障害者福祉課 )

丹後市民局 市民局長 下岡啓二郎 (理事兼丹後市民局
長 )

局長補佐 道家　城作 (丹後市民局長補佐
兼地域協働係長 )

総合窓口係長 ○ 溝尻　美穂 (丹後市民局 )
地域協働係長 ○ 江上　弘司 (丹後市民局 )
主任 (海業水産課兼務 ) 増田　裕貴 (商工振興課 )

弥栄市民局 局長補佐兼地域協働係長 田中　英樹 (人事課長補佐兼厚
生研修係長 )

主任技師 吉岡　正英 (水道整備課 )
久美浜市民局 市民局長 松本　哲朗 (農林整備課長 )

主任 下田　浩二 (再任用 )
主任技師 中地　慎悟 (土木課 )

医療部
医療政策課 課長兼医療政策係長 ○ 岸田　豊広 (生活福祉課長補佐

兼企画民生係長 )
大宮診療所 准看護師 中西知亜紀 (間人診療所 )

健康長寿福祉部 部長 ○ 岸本　繁之 (生活福祉課長 )

次長 藤村　信行 (企画総務部次長兼
危機管理監 )

参事 中村　悦雄 (再任用 )
参事 川戸　一生 (再任用 )

生活福祉課 課長 奥垣由美子 (議会総務課長 )

課長補佐兼企画民生係長 藤田　敏弘 (情報政策課長補佐
兼地域情報化係長 )

課長補佐兼生活支援係長 ○ 田宮　均 (生活福祉課生活支
援係長 )

主任 吉岡　朝美 (網野市民局 )
主任 今西　靖佳 (企画政策課 )
主事 髙橋　佐知 (新規採用)

障害者福祉課 課長補佐 ○ 田茂井和子 (健康推進課予防係
長 )

主事 浅田　英亮 (新規採用)

農林水産環境部 参事 増馬　孝之 (再任用 )
農政課 課長 藤原　裕行 (下水道整備課長 )

農業振興係長 ○ 田家　正弘 (農政課 )
主任＜京都府農林水産
技術センター農林セン
ター派遣＞

田中　光男 (久美浜市民局 )

主任 (観光振興課兼務 ) 小森　剛志 (総務課 )

農林整備課 課長 ○ 山本　亮介 ( 農林整備課長補佐
兼農地整備係長 )

課長補佐兼鳥獣対策係
長 ○ 松﨑　良幸 (農林整備課鳥獣対策

係長 )
主査 ○ 足達　和則 (農林整備課 )
農地整備係長 ○ 森　照樹 (水道整備課 )
主任 吉岡ひろみ (保険事業課 )
主事 吉田　亮平 (税務課 )
主事 小幡　友章 (新規採用)

海業水産課 主任技師 今井　克明 (管理課 )
環境バイオマス
推進課 課長 上田　雅彦 (市民課長 )

環境総合係長 ○ 宇野　浩嗣 (環境バイオマス推進
課 )

商工観光部
商工振興課 課長 ( 農政課主幹兼務 ) 高橋　尚義 (商工振興課長 )

課長補佐兼商工振興係
長 増田　知裕

(商工振興課長補佐
兼企業・雇用対策係
長 )

企業・雇用対策係長 島貫　博志 (社会教育課社会教
育係長 )

絹業係長 ○ 蒲田　真穂 (商工振興課 )
主任＜公益財団法人京
都産業２１派遣＞ 下田真紀子 (社会教育課 )

主任 三浦　知史 (教育総務課 )
主事 橋本　一希 (観光振興課 )

観光振興課 課長(農政課主幹兼務 ) ○ 引野　雅文 (商工振興課長補佐
兼商工係長 )

課長補佐 野村　俊彰 (観光振興課長補佐
兼観光振興係長 )

観光振興係長 ○ 羽賀万智子 (企画政策課 )
主任 宇野　祥子 (生活福祉課 )
主事＜兵庫県但馬県民局
派遣＞ 水口　奈菜 (学校教育課 )

スポーツ観光・
交流課 課長 ( 農政課主幹兼務 ) 小森　康弘 (農政課長 )

課長補佐 上羽　正行
(スポーツ観光・交流
課長補佐兼スポーツ
観光推進係長 )

スポーツ観光推進係長 木本　貴文 ( スポーツ観光・交
流課交流・施設係長 )

交流・施設係長 磯田　新也 (企画政策課総合政
策企画係長 )

主事 杉本依紅実 (新規採用 )

建設部 参事 三田　大輔 (新規採用)
管理課 主査(土木課主査兼務 ) ○ 松井　稔 (管理課用地係長 )

用地・地籍調査係長 中村　典嗣 (監査委員事務局監
査係長 )

主任技師 仲原　靖則 (農林整備課 )

土木課 課長補佐兼計画係長兼
管理課主査 安井　逸朗 (土木課長補佐 )

主任技師 片西　美佳 (下水道整備課 )
主任技師 仲田　昌平 (下水道整備課 )

上下水道部
普及推進・料金課 普及推進・料金係長 ○ 野村　弘 (普及推進・料金課 )

主任 田中　弘人 (弥栄病院管理課 )
主任 高田なぎさ (下水道整備課 )

水道整備課 主幹 池部　繁明 (水道整備課主幹兼
管理係長 )

管理係長 小牧　義直 (教育総務課施設係
長 )

主任 西井　正彦 (会計課 )
主任 鶴原　義和 (スポーツ観光・交流課 )
主任技師 吉岡　裕二 (弥栄市民局 )
主任技師 野村　至 (下水道整備課 )
主事 中西　章雄 (新規採用 )

下水道整備課 課長 柳内　研一 (観光振興課長 )
整備係長 ○ 溝尻　尚敏 (下水道整備課 )
主任 田宮佐知子 (学校教育課 )
主任技師 和田　功 (農林整備課 )
主任技師 野村　博史 (水道整備課 )
主任技師 小仲　圭一 (海業水産課 )
主任技師 田畑　好弘 (土木課 )

会計管理者 会計管理者 ○ 山下　茂裕 (税務課長 )
会計課 課長 ○ 小西智恵子 (会計課会計係長兼

審査係長 )
会計係長兼審査係長 ○ 広瀬　正二 (会計課 )
主任 大木　香織 (行財政改革推進課 )
主任 小林　義広 (学校教育課 )

　4月1日付けで、職員の人事異動を行いましたのでお知らせします。(以下には、異動者、昇格・昇任者を掲載しています。
氏名の前の○は昇格・昇任を表し、カッコ内は異動前の職名または所属等を掲載しています。全職員の配置については、市ホー
ムページの「京丹後市職員名簿」に掲載しています )
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消防本部
総務課 総務係長 廣野　克巳 (警防課警防係長 )

消防士 平野　貴嗣 (新規採用)
消防士 坪倉　司弥 (新規採用)
消防士 細見　英亮 (新規採用)

警防課 主幹 ○ 池田　弘幸 (警防課長補佐 )
警防係長 ○ 堀江　正男 (網野分署 )

予防課 主幹 横山　文明 (消防課主幹兼課長補
佐 )

峰山消防署 副署長兼消防課長 中村　一隆 (消防課長 )
消防課 課長補佐 中西　則昭 (総務課長補佐兼総務

係長 )
消防１係主任 松本　努 (警防課 )
消防１係主任 富田　良 (竹野川分遣所)
消防１係主任 池口　直弘 (消防課 )
消防１係員 吉岡　哲平 (網野分署 )
消防１係員 高野　喜仁 (竹野川分遣所)
消防１係員 門中　隆介 (総務課 )
消防２係主任 辻村　昌宏 (竹野川分遣所)
消防２係員 田中　翔 (総務課 )
救急１係長 ○ 安井　英人 (消防課 )
救急１係主任 指田　竜 (久美浜分署 )
救急１係主任 櫻井　昭裕 (久美浜分署 )
救急２係主任 日下部　宣仁 (網野分署 )
救急２係主任 平井　孝直 (消防課 )
予防・調査１係主任 矢谷　正利 (消防課 )
予防・調査２係主任 木下　夢大 (消防課 )
指令１係主任兼庶務係 和田　英樹 (消防課 )
指令２係主任 山本　景一 (消防課 )

網野分署 警備１係主任 浅田　智成 (消防課 )
警備１係員 形山敬太郎 (消防課 )
警備２係主任 荻野　寿彦 (竹野川分遣所)

長寿福祉課 課長補佐 ○ 大江八千代 (長寿福祉課高齢者
福祉係長 )

課長補佐 坪倉　武広 (教育総務課長補佐
兼庶務係長 )

介護保険係長 ○ 平林　智子 (長寿福祉課 )
高齢者福祉係長 ○ 坂戸　留美 (長寿福祉課 )
主任 岩田　和美 (生活福祉課 )
主任保健師 中川　映子 (健康推進課 )
主事 渡利鴻太郎 (新規採用)

健康推進課 課長補佐 小谷　要子 (健康推進課長補佐
兼保健係長 )

保健係長 ○ 吉田　千春 (障害者福祉課 )
予防係長 ○ 土出　美幸 (健康推進課 )
主任保健師 野村亜紀子 (子ども未来課 )
主事 本城　康旭 (峰山市民局 )

保険事業課 課長補佐兼後期高齢・
福祉医療係長 ○ 大同　敏剛 (保険事業課後期高

齢・福祉医療係長 )
主事＜京都府後期高齢者
医療広域連合派遣＞ 古橋　大志 (健康推進課 )

主事 原武　結佳 (新規採用)

職員人事異動
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教育委員会事務局 理事兼子ども未来課長 吉岡　正俊 (弥栄病院事務長 )
教育総務課 庶務係長 田村真知子 (普及推進・料金課普及

推進・料金係長 )

施設係長 若松　和彦 (久美浜病院管理課医事
係長 )

学校教育課 主任 平田友美子 (教育総務課 )
主任兼指導主事 起須　周平 (新規採用)
主事 松本　幸華 (新規採用)

子ども未来課 課長補佐兼企画児童係長 ○ 土田　正幸 (長寿福祉課介護保険係
長 )

主任 新谷　千歳 (生活福祉課 )
主任保健師 村田加代子 (健康推進課 )
主事 山本　和実 (新規採用)

社会教育課
課長補佐兼社会教育係長 久保　和明

(文化財保護課長補佐兼
管理調査係長兼市史編
さん係長 )

主任 小幡　秀子 (久美浜市民局 )
主任 寺田　絢子 (大宮市民局 )

文化財保護課 管理調査係長兼市史編纂
係長 岩﨑　浩一 (農政課農業振興係長 )

弥栄病院 病院長兼市立病院連携機
構副代表 ○ 小田　洋平 (病院副院長 )

診療部 内科医師 坂根　慶弥 (久美浜病院診療部内科
医長 )

看護部 副看護部長 大木美奈子 (副看護部長兼地域医療
連携室長 )

看護師長 ○ 田末かつ江 (看護部 )
主任助産師 ○ 吉岡由美子 (看護部 )
主任看護師 ○ 吉岡久美子 (看護部 )
助産師 川野　友花 (新規採用)
看護師 山下　彩香 (新規採用)
看護師 清水　彩加 (新規採用)
看護師 池田　瑠美 (新規採用)

技術部 主任臨床検査技師 ○ 味田　真一 (技術部 )
臨床検査技師 田村　広海 (新規採用)
理学療法士 今西美由紀 (新規採用)
理学療法士 中西　康二 (新規採用)

地域医療連携室 室長 坪倉　浩美 (看護師長 )
事務部 事務長 川戸　泰博 (管理課長 )
事務部管理課 課長 ○ 野田　昭男 (長寿福祉課長補佐 )

課長補佐兼出納係長 梅田　和幸 (管理課長補佐兼出納係
長兼庶務営繕係長 )

庶務営繕係長 ○ 堀江　孝彦 (管理課 )
主事 山内　康平 (丹後市民局 )

久美浜病院 病院長兼市立病院連携機
構代表 赤木　重典 (病院長兼市立病院

連携機構副代表 )

診療部 診療部長兼歯科部長 堀　信介 (診療部長兼歯科口腔外
科部長兼歯科部長 )

診療部長兼麻酔科部長 村上　剛 (新規採用)
歯科口腔外科部長 ○ 山田　理浩 (歯科口腔外科医長 )
内科医長 ○ 山本　真弓 (内科医師 )
小児科医長 ○ 今井　朝彦 (小児科医師 )
整形外科医長 吉岡　直樹 (新規採用)
内科医師 大阿久達郎 (新規採用)
内科医師 平野　央 (新規採用)

看護部 看護師長 小森　弘子 (地域医療連携室長 )
看護師長 ○ 片田由美子 (看護部 )
看護師長 ○ 岡崎　裕子 (看護部 )
主任看護師 ○ 駒澤　良子 (看護部 )
看護師 平野　陽子 (新規採用)
看護師 安川　美樹 (新規採用)

技術部 言語聴覚士 野村果寿実 (新規採用)
歯科衛生士 藤原　雅子 (新規採用)

地域医療連携室 室長 ○ 中村小百合 (地域医療連携室 )
事務部管理課 課長兼出納係長 蒲田　弘志 (管理課長 )

課長補佐兼医事係長兼
庶務営繕係長 平林　克也 (管理課長補佐兼出納

係長兼庶務営繕係長 )
主任 小谷健太郎 (税務課 )

通所リハビリテー
ション

看護師長兼通所リハビリ
テーション管理者 ○ 白岩真寿美 (通所リハビリテーション

管理者 )

退職者（平成 27年３月 31日付け）
安原　正博 弥栄病院長兼市立病院連携機構代表
土肥　萌由 弥栄病院診療部内科医師
糸井　錦 財務部長
中村　悦雄 健康長寿福祉部長
川戸　一生 健康長寿福祉部次長兼寄り添い支援総合サポートセンター長
中邑　正樹 会計管理者
森本　辰朗 税務課主幹兼庶務収納係長
竹内　昌明 行財政改革推進課長兼改革推進係長
河島　守男 市民部参事
糸井　正彦 大宮市民局長
鈴木　常敏 農林水産環境部付課長
三田　大輔 建設部参事
下田　浩二 下水道整備課主幹兼整備係長
中村八寿子 教育委員会事務局理事兼子ども未来課長
山口　昌夫 農業委員会事務局長
岸本　裕子 市民協働課長補佐兼協働推進係長
井上　一彦 消防本部総務課長補佐
高杉　弘子 網野幼稚園長
坪倉　範子 吉原・長岡・新山・丹波保育所長
下岡　洋子 五箇保育所長
柴田　淳子 鳥取保育所長
安達　京子 溝谷保育所長
吉岡　恵子 久美浜病院看護部看護師長
奥田　誠 人事課主任
上羽　清 税務課主任
山副　隆司 網野市民局主任
辻　修平 水道整備課主任
宇野　智洋 学校教育課主任

学校・幼稚園(教育委員会事務局)
峰山小学校 学校用務員 岩本登志子 (橘小学校 )
大宮第一小学校 主任調理師 中西　博美 (久美浜中学校 )

調理師 藤村由美子 (大宮中学校 )
調理師 荒田　綾子 (大宮中学校 )

峰山中学校 主任調理師 西田　範子 (大宮第一小学校 )
調理師 森本由美子 (大宮第一小学校 )

大宮中学校 主任調理師 木成八千代 (峰山中学校 )
学校用務員 大西　弘己 (久美浜中学校 )
調理師 西川　充 (大宮第一小学校 )
調理師 高尾　朋子 (峰山中学校 )

丹後中学校 学校用務員 梅上　淳司 (峰山小学校 )
久美浜中学校 主任調理師 田丸　良子 (大宮中学校 )

学校用務員 奥谷　泰英 (丹後中学校 )
網野学校給食セ
ンター

センター長 ( 学校教育課
主査兼務 ) 戸石　善雅 ( 網野学校給食セン

ター長 )
峰山幼稚園 幼稚園長兼峰山保育所長 田中　靖子 (峰山幼稚園長 )

主任教諭 橋本　真理 (峰山仮設保育所 )
主任教諭 高尾　智美 (こうりゅう保育所 )
主任教諭 徳田　美絵 (峰山仮設保育所 )

学校用務員 藤原　緑 ( 網野学校給食セン
ター )

大宮幼稚園 主任教諭 木村夏奈子 (峰山仮設保育所 )
教諭 出口　恵 (溝谷保育所 )
教諭 西木　茉美 (新規採用 )

網野幼稚園 幼稚園長 蒲田　和子 (浅茂川保育所長 )
主任教諭 山下　愛 (溝谷保育所 )

丹後幼稚園 主任教諭 吉岡　里美 (丹後保育所 )
弥栄幼稚園 幼稚園長兼弥栄保育所長 寺田　浩子 (黒部保育所長 )

主任教諭 髙田　悦美 (大宮幼稚園 )
主任教諭 松﨑美穂子 (溝谷保育所 )
主任教諭 仙石智笑子 (大宮幼稚園 )

かぶと山幼稚園 幼稚園長兼かぶと山保育所
長 尾崎　厚子 (久美浜仮設保育所長 )

主任教諭 本田　佳子 (久美浜仮設保育所 )
主任教諭 松本久美子 (網野みなみ保育所 )
教諭 本藤阿沙子 (峰山幼稚園 )

保育所（教育委員会事務局）
峰山保育所 所長補佐兼峰山幼稚園副

園長 中島　康乃 (峰山仮設保育所長補
佐 )

主任保育士 澤　淳子 (たちばな保育所)
主任保育士 梅本奈緒子 (峰山仮設保育所)
保育士 岡下　智子 (峰山仮設保育所)
保育士 下田　惠美 (峰山仮設保育所)
調理師 市村偉公子 (峰山仮設保育所)
調理師 引野　和美 (大宮南保育所)
調理師 堀　幸恵 (峰山仮設保育所)
調理師 神木　早苗 (峰山仮設保育所)

五箇保育所 保育所長 森本　晶子 (網野みなみ保育所長補佐 )
大宮北保育所 保育所長 梅上美智恵 (大宮北保育所長補佐 )

所長補佐 大道　恵美 (久美浜仮設保育所長補
佐 )

保育士 上田　成美 (大宮南保育所)
保育士 小谷真奈美 (新規採用)

大宮南保育所 所長補佐兼大宮幼稚園副園長 ○ 佐々木真由美 (大宮南保育所)
調理師 山内　範子 (丹後保育所)
調理師 吉岡　眞弓 (丹後保育所)

網野みなみ保育所 所長補佐 小倉　博美 (溝谷保育所長補佐 )
保育士 柴田　理奈 (新規採用)

浅茂川保育所 保育所長 藤原　知子 (大宮北保育所長 )
島津保育所 調理師 田辺　久代 (黒部保育所)
丹後保育所 主任保育士 谷口　有香 (丹後幼稚園 )
弥栄保育所 所長補佐兼弥栄幼稚園副

園長 山口ゆかり (こうりゅう保育所長補
佐 )

主任保育士 大賀美伊子 (鳥取保育所)
主任保育士 土居　紀子 (大宮北保育所 )
主任保育士 給田麻衣子 (宇川保育所 )
主任保育士 上田真規子 (黒部保育所 )
主任保育士 河原　敬子 (溝谷保育所 )
調理師 梅田千栄子 (再任用 )
調理師 堀江　淳子 (丹後保育所)
調理師 若野　浩子 (鳥取保育所)

かぶと山保育所 所長補佐兼かぶと山幼稚
園副園長 西村久美子 (大宮南保育所長補佐兼

大宮幼稚園副園長 )
主任保育士 小村　佳世 (久美浜保育所)
保育士 伊達真衣子 (丹後保育所)
保育士 田中　美佳 (大宮北保育所)
保育士 吉岡　隼人 (久美浜仮設保育所)
調理師 丸岡眞理子 (大宮南保育所)
調理師 柴田真美子 (久美浜仮設保育所)
調理師 小井根直美 (久美浜仮設保育所)

こうりゅう保育所 主任保育士 小森　路子 (たちばな保育所)
保育士 田中小百合 (新規採用)

全職員の配置については、市ホームページ
（http://www.city.kyotango.lg.jp）
に「京丹後市職員名簿」を掲載しています。

監査委員事務局
監査係長 (管財・収納課
兼務 ) ○ 山下　初乃 (子ども未来課 )

農業委員会事務局
事務局長 ○ 近藤　淳 (弥栄市民局長補佐兼地

域協働係長 )
主任 山口　昌夫 (再任用)
主任技師 ( 農林整備課
兼務 ) 松山　正 (農業委員会事務局 )

山副　祐子 丹後地域子育て支援センター主任保育士
吉岡　礼子 弥栄病院看護部主任看護師
山口　馨 久美浜病院技術部主任歯科衛生士
引野　都夫 農業委員会事務局主任
森　敏昭 網野衛生センター作業技師
山藤　好民 大宮中学校学校用務員
梅田千栄子 丹後保育所調理師
田﨑　紗弥 こうりゅう保育所保育士
吉岡いず美 弥栄病院看護部看護師
道家美千代 弥栄病院看護部看護師
葊谷　美佳 弥栄病院看護部看護師
安達　敦子 弥栄病院看護部助産師
葉賀　昌子 久美浜病院看護部看護師
大畠　敦子 久美浜病院看護部看護師
池田さわ江 弥栄病院看護部准看護師
中江美由喜 久美浜病院看護部准看護師
西山　廣子 久美浜病院看護部准看護師

市の木「ブナ」

久美浜分署 警備１係主任 舩越　昇 (消防課 )
警備２係主任 後藤　真哉 (消防課 )

竹野川分遣所 警備１係長 中山　晶夫 (竹野川分遣所警備２係
長 )

警備１係員 上中　宙士 (消防課 )
警備２係長 沖田　護 (消防課救急１係長 )
警備２係主任 北垣　勝 (消防課 )
警備２係員 徳田新之介 (消防課 )

職員人事異動
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▶
子
ど
も
た
ち
の
対
局
を
見
な
が
ら
、
駒
の
上
手
な
動
か
し

方
を
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
堀
井
さ
ん
（
中
央
）

　御旅市場（峰山町）にあるM
モ ッ ペ ン

OPPENで４月１１日、将
棋教室が開かれ、町内の子どもたちが将棋に親しみまし
た。同町の堀井邦彦さん（43）が「将棋を通して判断力を
鍛えたり、世代間交流を図ったりする場を作ろう」と始め
たもので、月２回の開催しています。
　この日は、集まった子どもたち６人の実力に合せて、駒
の動かし方から基礎的な戦法まで丁寧に指導。小さな棋
士たちは、じっくりと将棋盤を見つめ、小気味よい音をた
てながら将棋を楽しんでいました。
（問い合わせはMOPPEN☎ 090-6965-7655）

　芋野地区（弥栄町）で４月５日、子ども
たちが後

おて

と呼ばれる同区の山に登り、「山
の神」に参る奇習が行われました。山中に
ある男性を模した「ご神体」と、芋野川上
流にある「馬

まい っ

石さん※」に子宝を祈るため、
小、中学生の男子が御

ごへ い

幣竹と赤米で炊いた
“赤飯”を持って山に入るのがしきたり。約
680年前の鎌倉時代末期前後から続くとさ
れる伝統行事となっています。
　子どもたち14人は「あーとーみな」「か
らとーみな」と大声を張り上げ、声を掛け
合いながら山道約１キロを登山。「道中は、
絶対に後ろを振り向いてはいけない」との
習わしで、子どもたちは、一心にご神体と
馬石さんを目指しました。
　ご神体には、12カ月を表す12本の御幣
竹を、馬石さんには、御幣竹1本と付近で
拾った小石を入れた赤飯のおにぎりを捧げ、
子孫繁栄と一年間の無病息災を祈りました。
　新井孝弘区長は、「古くから伝わる大切な
行事なので、伝統と風習を重んじながら続
けていきたい」と話していました。

　宇川地域の小学生が放課後学習の場な
どとして活用している旧下宇川保育所（丹
後町）で４月18日、丹後地域を拠点に活
動するマリンバ奏者、谷口理恵さん（網野
町在住）による「マリンバ演奏教室」が開
かれました。子どもたちに、木琴の一種で、
やわらかな音色が魅力のマリンバを体感し
てもらおうと、宇川連合区が主催したもの
です。
　この日は、地元の児童ら 30人が参加。
谷口さんに教わりながら、マリンバを演奏
したり、軽快なリズムに合わせて踊ったり
と、楽しいひとときを過ごしていました。

　大宮町の三重・森本里力再生協議会まんぐるわ実行
委員会（西垣和生会長）はこのほど、両地区の見どころ
を集めた冊子「まんぐるわ三重・森本」を発行しました。
　同協議会は、平成25年度に発足。地元の活性化策を
探るため、区内の高校生以上全員にアンケートを行い、
集めた情報を基にパンフレットの作成を考案。約１年か
けて両地区の歴史や見どころ、年間のイベント等をまと
めた冊子を作成しました。
　西垣会長は「地域を盛り上げるためには、まず地元を
愛することが重要。この冊子がその一助になればうれし
い」と話していました。

三重・森本の見どころマップ発行
地域の文化財や年間イベントを紹介

大 宮 町
4月

▲マリンバ奏者谷口さんの演奏に合わせて踊る児
童たち

小さな棋士が「王手」
将棋教室に子どもたち集う

峰 山 町
4月11日

▲バイキング形式で新鮮な刺身や惣菜を皿に取り分けるお客

と
れ
た
て
“
漁
師
め
し
”
が
食
べ
放
題

ぎ
ょ
そ
ん
セ
ン
タ
ー
に
「
み
な
と
食
堂
」
オ
ー
プ
ン
４月14日
久美浜町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「みなと食堂」オー
プン初日の様子

丹 後 町
4月18日

叩
い
て
踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

「
マ
リ
ン
バ
演
奏
教
室
」
に
児
童
ら
30
人 　とれたての新鮮な魚介類を使った海鮮丼

や惣菜などの“漁師めし”が食べ放題で味
わえる「みなと食堂」が４月14日、久美浜ぎょ
そんセンター（久美浜町湊宮）にオープン
しました。地元の海産物を活用し、漁師ま
ちならではの「食」ブランドを確立して地
域活性化を図ろうと、湊地区活性化協議会
（平野博文会長）が約１年前からメニュー開
発などの準備を進めてきたものです。
　オープン初日、調理を担当する近隣の旅
館・民宿の料理人や女将さんらが、早朝か
ら準備に取り掛かり、食堂にはブリやスズ
キ、カワハギなど、主に久美浜沖で捕れた
刺身10品をはじめ、カキフライやサザエ煮、
ひじきコロッケなどの惣菜21品がずらり。
市内外から訪れたお客は、バイキング形式
で好みの品を選び、漁港の景色を楽しみな
がら存分に味わっていました。
▶営業は 4・５・6 月、９・10 月の火～金曜日（4/28 ～
5/8、9/22・23を除く）、11時～ 14時まで（要予約）。中学
生以上 2,160 円、小学生 1,296 円。予約・問い合わせは、小
天橋観光協会（☎ 83-0149）。

弥 栄 町

芋
野
区
で
伝
統
行
事
「
山
の
神
」
挙
行

区
内
の
男
子
14
人
が
山
入
り

4月5日

　丹後出身の大学４年生が「教授」役を
務め、大学で学んだ専門知識や丹後の魅
力について講義する「りとるたんご大学」
が３月 29 日、旧郷小学校の校舎で開か
れ、市民ら約 90人が受講しました。
　この取り組みは、学生時代の経験や丹
後への思いを地元の人々に伝える場とし
て学生有志が企画。同大学では、学生９
人がそれぞれの専門分野について多彩な
講義を行いました。
　弥栄町出身の堀江貴弘さん（22）は、
「丹後学」と題し、都会に住んで気付いた
丹後の魅力について紹介。「丹後では登
下校する子どもたちに近所に住む人たち
があいさつするのが当たり前。子どもた
ちは地域に見守られ、応援されながら安
心して学校に通っている」と語りました。
　「学長」を務めた弥栄町出身の川戸宏
太さん（22）は「丹後のお米・お野菜は“な
んでうみゃあだ”概論」と題して講義。
同町の農園で体験した収穫・出荷作業を振り返り、「農
園では、土が固くならないよう全て手作業で収穫し
ていた。おいしい野菜が食べられるのは農家の皆さ
んの苦労のおかげです」と話していました。

▶
都
会
で
売
ら
れ
て
い
る
ニ
ン
ジ
ン
と
京

丹
後
産
の
形
や
味
の
違
い
に
つ
い
て
解
説

す
る
川
戸
宏
太
さ
ん
（
右
か
ら
二
人
目
）

▶
冊
子
を
紹
介
す
る
西
垣
会
長
と
、
冊

子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
大
内
峠
憩
い

の
広
場
」
か
ら
の
風
景

▶
中
学
生
を
先
頭
に
隊
列
を
組
み
、
御
幣
竹

を
手
に
山
の
ご
神
体
を
目
指
し
て
歩
く
区
内

の
子
ど
も
た
ち

※馬石さん…武将が乗っていた馬が動けなくなり、そのまま石になっ
たとのいわれがあり、芋野川に鎮座している岩

同冊子は、同地区の全戸に配布するほか、市民局で閲覧するこ
とができます。問い合わせは同協議会（三重生活改善センター
内）☎ 64-4185
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一
日
限
り
の「
り
と
る
た
ん
ご
大
学
」開
学

丹
後
出
身
の
大
学
生
が
「
教
授
」
に
３月29日
網 野 町
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ＴＡＮＴＡＮロングライド2015
天橋立からぐるっと丹後を一周！
～うみ・やま・さとの雄大な景色と豊か
な食を楽しもう！～

■日　時　
平成 27年６月７日（日）６時～１８時（予定）
■コース　
・Ａコース(中丹・丹後地域一周）約190ｋｍ
・Ｂコース(丹後地域一周）約100ｋｍ
■参加費　
Ａコース9,500円
Ｂコース8,000円

■申込
公式ホームページ（ＴＡＮＴＡＮロングライ
ド）で受付中
http://jtbspor ts .jp/contents/
kitakyoto/

　
丹
後
地
域
に
は
多
く
の
酒
蔵
が

あ
り
、
個
性
豊
か
な
美
味
し
い
お

酒
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
、
野
菜
、
果
物
、
海
産
物
な
ど

の
豊
富
な
食
材
に
恵
ま
れ
、
丹
後

ば
ら
ず
し
な
ど
の
郷
土
料
理
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。Tango 

Textile 

と
し
て
世
界
に
発
信
さ

れ
る
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
産
地
で

も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
全
国
に

誇
る
私
た
ち
の
「
た
か
ら
も
の
」

で
す
。

　
交
通
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
丹

後
を
訪
れ
る
人
が
一
層
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、「
多
く

の
方
に
こ
の
た
か
ら
も
の
に
直
接

　
京
都
府
で
は
、
地
域
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

「
海
の
京
都
」
丹
後
の
隠
れ
た
魅
力
の
発
掘
・
再
発
見
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
掘
り
起
こ
し
た
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関

と
連
携
し
、
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

触
れ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で

旅
行
商
品
や
ツ
ア
ー
の
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、た
か
ら
も
の
【
酒・

食
・
織
物
な
ど
】
に
携
わ
る
事

業
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。「
本

物
」「
た
か
ら
も
の
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
固
め
、「
海

の
京
都
」
た
か
ら
も
の
巡
り
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
３
回
実
施
し
ま

し
た
。

・
第
１
弾 

地
酒
と
京
野
菜
収
穫

体
験
コ
ー
ス

・
第
２
弾 

レ
ト
ロ
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
巡
る
丹
後
ち
り
め
ん
の

「
故
郷
」
コ
ー
ス

・
第
３
弾 

地
酒
と
旬
の
海
産

物
を
味
わ
う
こ
だ
わ
り
コ
ー
ス

　
ど
の
ツ
ア
ー
も
参
加
者
が
直

接
た
か
ら
も
の
に
触
れ
、
地
域

の
事
業
者
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
業
者
間
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
、
隠
れ
た
魅

力
や
知
ら
れ
ざ
る
資
源
の
発
掘
・

再
発
見
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
旅
行
会
社
や
出
版

社
を
対
象
に
視
察
ツ
ア
ー
や
商

談
会
を
行
い
、
ツ
ア
ー
商
品
化

及
び
雑
誌
掲
載
な
ど
で
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

海
の
京
都
の
「
た
か
ら
も
の
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

ツ
ア
ー
を
商
品
化
し
情
報
発
信
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『健康楽
が っ ぽ り
歩里ポイント事業』が始まります

　

　市では、市民のみなさんに楽しく健康づくりに取り組んでいただき、ウォーキングや健
康的な生活習慣の定着が進むことにより、生き生きとした健康な市民の皆さんが増える
ように、平成２６年度から健康楽歩里ポイント事業を実施しています。今より健康的な自
分を目指して、「がっぽり」とポイントを貯めて、「がっぽり」元気になりましょう。

2015.0519

健康楽
がっ

歩
ぽ

里
り

ポイント事業のしくみ
　5月から11月までのチャレンジ期間中、健康づくりの実
践を「ポイントカード」に記録することでポイントが貯まり
ます。期間中であれば、いつから始めてもOKです。

チャレンジ①
　　1日の歩数か歩いた時間を記録する
　　⇒1日1ポイント
　　２つの自己目標を立てて健康づくりに取り組む　　
　　⇒

チャレンジ②　健康診査やがん検診などを受診する
　　⇒50ポイント（1回のみ）
チャレンジ③　右表を参考に、講演会などに参加する
　　⇒1回参加するごとに50ポイント
チャレンジ④　右表を参考に、ウォーキング等に参加する
　　⇒1回参加するごとに50ポイント

お問い合わせは、健康推進課（☎69-0350）

５月から

1

2

ポイントは、次のチャレンジ①～④を実践することで貯
めることができます。

ポイントを貯めましょう●

　チャレンジ終了後、１２月中にポイントカードを提出し
てください。300ポイント貯めると抽選に参加でき、50
名に健康関連グッズ等が当たります。（写真は昨年度の当
選品の例）

ポイントを使いましょう●

参  加  方  法

　抽選後の余ったポイントや300ポイント未満のポイン
トは、１ポイント２円に換算し、ウォーキングコースの整
備や環境美化などに活用します。昨年度に余ったポイン
トでは、６つのウォー
キングコースにプラ
ンターと地図看板を
設置しました（写真）。

1日２ポイント
「毎日ラジオ体操をする」「よく噛んで腹八分」「１日
１回大笑いする」「毎日体重を測る」など、生活を
振り返り、自分にあった目標を立てましょう

ノルディックウォーキング
ポール

体重計
フットマッサー
ジ機

楽し

ふる里を
う

が っ ぽ り

く歩こ

「
海
の
京
都
」
隠
れ
た
魅
力
発
掘
・
発
信
事
業　
　
　
　

　
～
知
ら
れ
ざ
る
「
海
の
京
都
」
丹
後
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
～

京都府では、「海の京都」をキー
ワードに、府北部地域の魅力的
な観光まちづくりを進めています

 
 

丹
後
広
域
振
興
局

　
　
　
　
　
商
工
労
働
観
光
室

（
☎
０
７
７
２-
６
２ - 
４
３
０
４
）

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
着
物
を
着
て
街

並
み
散
策 

　
京
野
菜
の
収
穫
体
験

対象者：京丹後市在住もしくは在勤の18 歳以上の方
（ただし高校生は除く）
参加方法：４月下旬に健康推進課、各市民局、地
域公民館などに配置する「健康楽歩里ポイントカー
ド」を手に入れたら参加できます。ポイントカードは、
市ホームページ→健康・子育て→成老人の健康づく
りからダウンロードすることもできます。
※ご不明な点は、健康推進課までお問い合わせくだ
さい（☎ 69-0350）

チャレンジ③の講演会等●

チャレンジ④のウォーキングイベント等●
※詳細は「きょうたんごおしらせ版」などに掲載します

※詳細は「きょうたんごおしらせ版」などに掲載します

1　健康づくり講演会 5月 9日

1　京丹後市ジオ健康ウォーキング 6月21日

2　山陰海岸ジオパーク 120㎞ウォーク

3

通　　年

通　　年

通　　年

随　　時

5　ビーチノルディック（観光協会） 5月30日

2　健診結果報告会 7月から

3　特定保健指導（メタボ保健指導） 7月から

4　メタボ予防教室 9月・11月

5　血圧サポート倶楽部 通　　年

6　こころ・いのち・つなぐ手研修会 未　　定

7　こころの健康づくり講演会・相談会 未　　定

8　健康大長寿のさとづくりフォーラム 11　　月

9　食育イベント 未　　定

4

6

7

スポーツ推進員による

ノルディックウォーキング体験会など

地域公民館・地区公民館主催の

ウォーキング

上記以外のウォーキングに関連した

教室やイベント

ゆめさんさんロード

「ノルディックウォークの日」
毎月23日
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　過疎・高齢化が進み、医療や福
祉の資源が不足する地域において、
病院、福祉施設、行政機関が一体
となって患者の情報を共有する「地
域包括医療・ケアシステム」を構築
し、地域医療の推進に貢献されま
した。

第 43回医療功労賞全国表彰

  　

  

市
立
久
美
浜
病
院

　
　
赤
木　
重
典 

病
院
長

（
網
野
町
小
浜
）【元公立小学校長】

　昭和 23 年から昭和 62 年までの
長きにわたり、教員として活躍。昭
和 60 年からは校長を務め、子ども
たちの豊かな発想や知識には広い視
野が必要との教育方針から、積極的
に地域と交流する学校づくりに貢献
されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章（教育功労）

 

後
藤　
亙と

お
る 

さ
ん
（
88
）

ほのぼの倶楽部あみの

　地域の過疎・核家族化が進む中、
育児に悩む保護者の交流の場として
「子育ておしゃべり会」などを実施。
安心して子育てができる環境整備を
推進していることが高く評価されま
した。

第８回京都府子育て支援表彰

◀
「
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
会
」

の
様
子

（網野地域家庭教育支援チーム）

（
弥
栄
町
黒
部
）

【元公立小学校長】
　昭和 23 年から昭和 62 年までの
長きにわたり、教員として活躍。昭
和 57年からは校長を務め、地域住
民との相互理解を強めて行事の際に
は協力を得られる関係を築き上げ、
地域と共に歩む学校づくりに貢献さ
れました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章（教育功労）

梅
田　
敏
朗 

さ
ん
（
88
）

（
丹
後
町
大
山
）

【元公立小学校長・元教育長】
　昭和 26 年から38 年間の長きに
わたり、教員として活躍。昭和 58
年からは校長を務め、退職後は、平
成 2 年から平成 6 年まで丹後町教
育委員会教育長として、多年にわた
り教育行政の推進と振興に貢献され
ました。

叙　位
従六位（教育功労）

  　

 

故 

給た
べ

田た　
昭し

ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う 

さ
ん

（
大
宮
町
奥
大
野
）【元大宮町議会議員】

　昭和 50年から昭和 62年までの
長きにわたり、大宮町議会議員と
して活躍。常に住民の意見に耳を
傾け対話を重ね、困難な事案には
町理事者と共に対応に当たるなど、
住民福祉向上と地方行政の推進に
貢献されました。

叙　勲
旭日単光章（地方自治功労）

  　

 

故 

森
岡　
浩
之
助 

さ
ん

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
今
月
号
は
京
丹
後
市
成
人
式
の
表
紙

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
手
に
し
た
と

き
か
ら
華
や
か
な
彩
り
の
広
報
紙
に

心
が
浮
き
立
つ
よ
う
で
、
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。「
は
た
ち
の
抱
負
」
の

２
ペ
ー
ジ
も
新
成
人
の
誓
い
や
夢
な

ど
若
者
ら
し
さ
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、

未
来
に
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
４
月
号
表
紙　

日
本
の
「
き
も
の
」

産
地
な
ら
で
は
の
華
や
か
さ
あ
ふ
れ

る
若
さ
い
っ
ぱ
い
の
成
人
式
、「
丹
後

ち
り
め
ん
の
」
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
大
行
事
。
地
元
を
大
切
に
す
る
心

意
気
に
感
謝
。
新
成
人
に
幸
あ
れ
！

【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
４
月
号
の
表
紙
、
若
さ
い
っ
ぱ
い
で

い
い
で
す
ね
。そ
れ
ぞ
れ
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
表
紙
の
笑
顔
と
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

こ
の
華
や
か
さ
は
丹
後
な
ら
で
は
？

久
し
ぶ
り
と
か
み
ん
な
テ
ン
シ
ョ
ン

上
が
っ
て
キ
ャ
ー
ッ
と
大
き
な
賑
や

か
な
声
が
聞
こ
え
る
様
で
す
。
お
母

声

み
ん
な
の

2015.0521

さ
ん
た
ち
も
美
し
く
育
っ
た
娘
に
さ
ぞ

満
足
の
笑
み
が
…

　
　
　
　
【
丹
後
町
・
年
齢
不
明
・
女
性
】

▼
創
生
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
興
味
深
く

読
ま
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
将
来
の

方
向
性
は
前
向
き
で
丹
後
の
発
展
を

望
む
も
の
で
あ
り
、
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
が
楽
し
み
で
す
。

他
町
の
こ
と
が
分
か
り
い
ろ
い
ろ
と

関
心
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
〈
京
丹
後
市
の
文
化
財
108
よ
り
〉“
下

岡
城
跡
”
を
見
て
、
網
野
町
内
で
も

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
行
っ
て

み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
国
際
交
流
の
記
事
を
読
ん
で
フ
ラ
ン

ス
の
“
パ
ッ
ク
ス
”
が
羨
ま
し
く
て

本
気
で
フ
ラ
ン
ス
へ
行
こ
う
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
男
性

に
は
興
味
無
い
ん
で
す
が
…
日
本
に

も
同
じ
制
度
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
国
際
交
流
協
会
催
し
の
国

際
理
解
教
室
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

テ
レ
ビ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
見
ま
し

た
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

町別の人口
町　別 人　口 世帯数 町　別 人　口 世帯数

峰山町 12,606 人 5,092 世帯 丹後町 5,687 人 2,369 世帯
大宮町 10,583 人 4,211 世帯 弥栄町 5,255 人 1,962 世帯
網野町 13,869 人 5,353 世帯 久美浜町 10,104 人 3,675 世帯

平成 27 年３月末現在の町別人口・世帯数は以下のとおりです。

※住民基本台帳（外国人含む）による

このコーナーでは、地域の方から旬の食材を使った料理を教わり、料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん Vo l .17

1.	ほうれん草をゆがき、水にさらす。
2.	１を細かくきざみ、汁をしっかり搾る。
3.	２にみそ、砂糖、木の芽を加え、すりばちでする。

1.	たけのこは米のとぎ汁または、米ぬかを加えてゆがく。	
沸騰後は、やわらかくなるまで１時間程ゆがく。冷めたら、
水にさらす。

2.	たけのこを1.5 ～２cm角に切り、だし汁とＡを加えて炊き、
下味をつける。

3.	汁を切り、冷ましたたけのこを木の芽みそであえる。

作り方

木の芽みその作り方

　たけのこと山椒の相性はとてもよく合います。
山椒にほうれん草を混ぜる事で、緑色が鮮やか
になりますよ。また、たけのこを酢みそであえた

り、たけのこの代わりに塩ゆでした里芋を木の芽みそであえて
食べてもおいしいです。是非、お試し
ください。

　たけのこの旬がやってきました。教えていただいた“たけのこの木の芽和え”は山椒の香りと
みそが効いており、たけのこのシャキシャキとした食感も合わさった、春を「食」で感じられる
料理です。ごはんの上にのせて食べたり、お酒のおつまみにもピッタリ！
　自らたけのこを掘りに行く鴨田さん。「たけのこは“太くて短い”ものが良く、掘りたてをすぐ
にゆがくことがおいしく食べられるポイントですよ」と、アドバイスをいただきました。

教えてくれたひと

鴨
かも

田
だ

 貴美子さん （大宮町）

たけのこの木の芽和え

材料

・ゆでたけのこ …500 ｇ ★木の芽みそ

・だし汁 …100cc ・木の芽（山椒の若葉）…10 ｇ

・砂糖 …50 ｇ ・ほうれん草 …200 ｇ

・薄口しょうゆ …大さじ２ ・みそ …80 ｇ

・みりん …大さじ１ ・砂糖 …80ｇ

体験レポート

Ａ

▲里芋の木の芽和え

木の芽（山椒の若葉）はすじを取ってください！



ぶんか TOPICS

　丹後地方ゆかりの羽衣伝説を取り入れたミュージカ
ル「ＴＥＮ・ＮＹＯの贈り物」が３月24日、京都府
丹後文化会館（峰山町）で上演され、丹後地域の小
中高生46人が出演しました。
　子どもたちに本物の芸術や文化を体験してもらおう
と京都府丹後文化事業団などが企画。公募で集まっ
た子どもたちは、プロや市内のバレエ講師による指導
のもと、昨年７月から厳しい練習を重ねてきました。
　ストーリーは、ミュージカルスターを目指す少女が、
けがをして挫折しかけた時、天女に出会い励まされな
がら夢を切り拓いていくという内容。子どもたちは、
ディズニーの曲などに合わせて、全力で歌やダンスを
披露し、満員の観客を魅了していました。

小中高生46人 全力演技で魅了
ミュージカル「ＴＥＮ・ＮＹＯの贈り物」上演

全力で歌やダンスを披露し、会場を盛り上げるキャスト

文化
丹後
deぶんかでたんご

資
料
基
に
設
計
し

　
　
　
　
法
隆
寺
を
再
現

木
工
細
工

谷口　修一 さん（72）

久美浜町三谷在住。奈良市内から
退職を機に帰郷。「設計したり木工
細工するのはあくまでも趣味」との
ことですが、庭の石灯籠（写真奥）
なども自作されています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
18

▲作成中の中門（中央）と回廊。奥は五
重塔（左）と金堂。外から見えない内部
も忠実に再現されている◀ピンセットを巧
みに使い、回廊の格子を作る谷口さん

　
私
は
、
主
に
木
を
使
っ
て
、
木

箱
、
筆
掛
け
か
ら
屏
風
、
ギ
タ
ー

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
作
り
ま

す
。こ
だ
わ
り
は
、設
計
図
を
き
っ

ち
り
書
い
て
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

現
在
作
成
中
の
法
隆
寺
（
西さ
い

院い
ん

伽が

藍ら
ん

）
は
、
１
４
０
０
年
も

前
か
ら
今
に
伝
わ
る
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た

の
か
興
味
を
も
っ
た
の
が
創
作
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
国
立

国
会
図
書
館
な
ど
で
集
め
た
資

料
を
基
に
設
計
図
を
作
成
。
畳

２
畳
分
ほ
ど
（
40
分
の
１
の
ス

ケ
ー
ル
）
の
法
隆
寺
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
五ご

じ
ゅ
う
の
と
う

重
塔
や
金こ

ん

堂ど
う

、
中

ち
ゅ
う

門も
ん

は
、
建
造
時
期
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、そ
の
時
代
に
よ
っ
て「
１

尺
の
長
さ
」も
違
い
ま
す
。尺
、寸
、

メ
ー
ト
ル
と
何
度
も
計
算
す
る

の
は
、
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　

木
工
に
使
う
木
材
は
、
近
所

の
製
材
屋
さ
ん
か
ら
も
ら
う
切

れ
端
で
す
。
の

こ
ぎ
り
や
カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
を

使
い
、
柱
や
梁は

り

な
ど
の
パ
ー
ツ
を
作
っ
て
組
み
立

て
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
は
法
隆
寺

の
特
徴
と
さ
れ
る
「
軒の

き

反ぞ

り
」
を

表
現
す
る
た
め
、
木
を
お
湯
に
浸

し
て
〝
反
り
”
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
欄ら

ん

干か
ん（
手
す
り
）部
分
な
ど
は
、

大
変
美
し
い
模
様
で
す
が
、
そ

れ
を
再
現
す
る
た
め
に
は
２
㍉
程

度
の
パ
ー
ツ
が
何
百
個
も
必
要
で

す
。
１
㍉
狂
う
だ
け
で
見
栄
え
が

全
く
変
わ
る
の
で
全
神
経
を
集
中

し
ま
す
。
作
業
に
没
頭
し
、
時
間

が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
と
き
も
あ

り
ま
す
が
、
と
て
も
充
実
し
た
時

間
で
す
。
図
面
通
り
に
形
に
な
っ

て
く
る
建
物
を
見
る
と
、
何
と
も

言
え
な
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

お
と
と
し
、
五
重
塔
が
完
成
。

昨
年
は
金
堂
が
完
成
し
、
現
在

は
中
門
や
回
廊
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
長
い
目
で
見
て
、
少
し
づ
つ

作
る
の
が
、
趣
味
と
し
て
長
く
続

け
る
コ
ツ
で
す
ね
。

23 2015.05

岸本 将
まさ

功
のり

ちゃん（男の子）
3月生まれ・2,632㌘
母：奈巳さん　父：功一さん（網野町浅茂川）

藤村 春
はる

喜
き

ちゃん（男の子）
3月生まれ・3,376㌘
母：さおりさん　父：潤さん

清水　美
み

月
つき

ちゃん（女の子）
3月生まれ・2,820㌘
母：美樹さん　父：和則さん

（大宮町河辺）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）                                        

田中 杏
あん

奈
な

ちゃん（女の子）
3月生まれ・3,310㌘
母：早希さん　父：佑樹さん

近藤 莉
り

桜
お

ちゃん（女の子）
3月生まれ・3,116㌘
母：美香さん　父：拓麻さん（弥栄町黒部）

（弥栄町吉沢）

さと
がえ
り

（東京都荒川区／実家：大宮町口大野）
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五
色
浜

に
江
塩
町
野
網
、
は

園
公
立
国
岸
海
陰
山
、
し
置
位

は
浜
砂
。
す
で
岸
海
る
あ
に
内

場
岩
な
ら
平
、
が
ん
せ
ま
り
あ

雑
複
だ
ん
組
り
入
、
り
が
広
が

観
景
い
し
美
に
も
と
と
形
地
な

。
す
で
岸
海
る
こ
ほ
を

　

、
は
前
名
う
い
と
」
浜
色
五
「

大
豆
ら
そ
ら
か
大
豆
小
に
岸
海

ざ
ま
さ
、
た
れ
か
磨
く
し
美
の

書
に
期
後
代
時
戸
江
。
す
ま
い

『
た
れ
か

丹
哥
府
志

う
い
と
』

」
云
と
浜
色
五
に
俗
「
は
に
本

て
れ
ら
知
ら
か
く
古
、
り
あ
と

こ
。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
た
い

、
は
石
小
の
ら
れ

秩
父
古
生
層

礫

む
含
を
礫
の
こ
、
で

食
浸
と
積
堆
も
度
何
、
が
層
地

。
す

　

ま
さ
小
大
、
は
に
場
岩
た
ま

。
す
ま
い
て
い
あ
が
穴
な
ま
ざ

岩
の
り
周
で
力
の
波
、
が
石
小

の
も
た
れ
ら
作
で
と
こ
る
削
を

、
で
甌
穴

。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
と

で
の
も
な
重
貴
も
に
的
学
質
地

、
は
で
り
ま
だ
潮
か
ほ
の
こ。
す

察
観
が
物
生
の
海
な
ま
ざ
ま
さ

。
す
ま
き
で

　

地
、
は
浜
色
五
に
う
よ
の
こ

古
、
り
あ
で
重
貴
も
に
的
学
質

和
昭
、
れ
さ
価
評
が
点
た

51
年定

指
町
野
網
で
け
付
日
１
月
３

成
平
、
れ
さ
定
指
に
跡
史

16
年指

市
い
伴
に
足
発
市
後
丹
京
の

　
　

）
課
護
保
財
化
文
（

財
化
文
の
市
後
丹
京

 

　

浜
色
五

さまざまな色の小石から命名された海岸

夕日ヶ浦浜詰
キャンプ場

浅茂川温泉
静の里

夕日ヶ浦浜詰
キャンプ場

浅茂川温泉
静の里

至網野駅
京都丹後鉄道夕日ヶ浦

木津温泉駅
夕日ヶ浦
木津温泉駅

五色浜

海から見た五色浜

34

時
の
ら
か
れ
こ
、
う
い
と
展
発
立
両
な
的

る
な
と
ル
デ
モ
の
展
発
会
社
る
め
求
が
代

動
自
ら
れ
こ
て
し
と
堡
頭
橋
、
も
に
め
た

せ
ま
せ
か
欠
も
て
し
う
ど
が
備
整
の
道
車

。
ん

　

き
大
の
義
意
の
こ
る
え
与
に
力
活
会
社

口
人
国
が
我
ら
か
前
年
０
０
１
約
、
は
さ

は
市
本
に
逆
、
で
方
一
る
す
増
倍
は
体
全

り
振
を
情
事
た
き
て
し
面
直
に
減
口
人

も
で
号
月
前
。
す
で
然
瞭
も
で
け
だ
る
返

ら
か
今
に
う
よ
た
し
ま
し
介
紹

95

の
前
年

の
人
万
千
６
約
が
口
人
国
全
、
年
９
正
大

、
え
超
を
人
万
７
は
口
人
の
域
市
に
既
、
頃

全
、
べ
比
と
口
人
市
都
各
の
国
全
の
時
当

第
国
全
が
す
で
※
較
比
純
単
の
く

28
番し

で
較
比
純
単
※
（。
す
ま
し
当
相
に
目

も
度
何
を
併
合
降
以
時
当
、
は
の
い
な
か

時
当
、
の
前
以
る
な
と
模
規
の
在
現
ね
重

本
、
り
あ
で
口
人
の
」
市
「
各
の
模
規
の

た
。
ん
せ
ま
り
な
は
と
象
対
の
較
比
、
来

市
本
の
時
当
べ
比
と
在
現
も
で
れ
そ
、
だ

ま
い
て
し
徴
象
を
さ
高
の
力
活
口
人
の
域

明
）。
す
で
様
同
も
号
月
前
、
上
以
。
す

域
地
の
等
側
洋
平
太
、
来
以
期
正
大
・
治

み
弾
を
備
整
盤
基
の
ど
な
道
鉄
、
路
道
が

き
て
し
速
加
を
加
増
口
人
や
展
発
業
産
に

れ
こ
が
々
我
、
は
度
今
、
が
す
で
け
わ
た

番
く
い
て
れ
入
び
呼
を
力
活
て
し
か
活
を

。
す
で

　

が
Ｒ
Ｔ
Ｋ
な
切
大
の
ち
た
私
、
て
せ
併

、
か
」
路
道
「
か
」
道
鉄
「。
た
し
ま
し
ト

な
は
で
い
合
り
取
の
イ
パ
の
一
択
者
二
の

て
し
く
き
大
を
イ
パ
の
流
交
の
域
地
、
く

相
し
か
活
に
共
も
」
道
鉄
「
も
」
路
道
「

組
取
と
想
発
く
い
て
し
展
発
立
両
て
し
乗

し
有
共
を
い
思
の
こ
、
が
す
で
要
重
が
み

地
く
な
で
け
だ
用
利
道
鉄
、
き
だ
た
い
て

展
発
の
域

携
連
も
に

り
取
て
し

い
で
ん
組

。
す
ま
き

　

地
後
丹

線
幹
な
的
礎
基
く
や
う
よ
、
り
巡
を
方

担
負
、
は
備
整
の
本
資
通
交
ら
れ
こ
。
す

ら
た
も
を
益
公
的
会
社
る
え
超
く
き
大
を

直
の
で
ま
野
網
、
も
と
後
今
て
せ
併
。
す

、
伸
延
の
で
ま
岡
豊
、
浜
美
久
、
化
業
事
轄

ど
な
設
建
道
鉄
速
高
超
貫
縦
陰
山
は
に
更

ま
り
い
ま
て
し
を
力
尽
き
続
き
引
け
向
に

再
の
域
地
る
あ
望
希
と
夢
す
ま
す
ま
。
す

、
て
せ
わ
合
を
力
の
な
皆
、
け
向
に
展
発
生

長
市
後
丹
京

　

山
中
　
泰

　

山
「
す
ま
り
あ
で
願
念

全
の
」
道
車
動
自
畿
近
陰

、
日
９
月
４
、
け
向
に
通

峰
ら
か
本
森
宮
大
「
ず
ま

よ
に
国
の
間
区
の
で
ま
山

」
化
業
事
行
代
限
権
轄
直
る

か
度
年
本
、
れ
さ
定
決
が

京
。
す
ま
れ
さ
を
手
着
ら

に
も
と
と
成
完
月
７
の
道
車
動
自
貫
縦
都

上
の
展
発
な
的
造
構
の
済
経
会
社
の
市
本

国
進
推
、
国
、
で
と
こ
い
し
ば
喜
変
大
で

、
者
係
関
府
都
京
め
じ
は
事
知
や
員
議
会

た
い
を
え
添
力
お
の
く
多
り
よ
何
て
し
そ

市
た
い
だ

さ
皆
の
民

深
、
に
ん

を
謝
感
く

げ
上
し
申

。
す
ま

　

線
幹
の
国
全
、
は
道
車
動
自
畿
近
陰
山

る
い
て
れ
遅
も
最
が
備
整
で
中
の
網
路
道

、
て
見
で
目
の
鳥
、
が
す
で
つ
一
の
の
も

こ
、
て
せ
さ
成
完
を
軸
土
国
岸
沿
海
本
日

や
都
京
て
経
を
道
車
動
自
貫
縦
都
京
を
れ

な
せ
か
欠
で
上
く
い
で
ん
結
に
央
中
畿
近

　

い
て
れ
わ
問
に
剣
真
が
生
創
方
地
、
今

課
の
ス
セ
ク
ア
通
交
で
ま
れ
こ
、
で
中
る

た
き
て
れ
遅
が
発
開
済
経
も
に
え
ゆ
の
題

か
付
手
に
め
た
の
そ
、
を
境
環
な
チ
ン
ピ

恵
の
等
境
環
然
自
な
穣
豊
た
れ
さ
残
に
ず

統
伝
と
境
環
な
か
豊
、
し
か
活
に
逆
を
み

続
持
の
会
社
済
経
た
し
と
心
中
を
業
産

よ
い
よ
い

す
出
き
動
が

！

　

」
路
道
山
峰
宮
大
「

と
定
決
化
業
事
の

」
道
鉄
後
丹
都
京
「

業
開
の

　「ジオパークで地域を元気に！」をテー
マにした「山陰海岸ビジネスフォーラムin
京丹後」が 3月22日、プラザホテル吉
翠苑（峰山町）で開催されました。
　ジオパークをビジネスやまちづくりに生
かし、地域活性化を図ろうと、山陰海岸
ジオパーク推進協議会と民間事業者な
どで組織する「ジオパークで京丹後を元
気にする会」（仮称）が主催。参加した
133人は、基調講演や事例発表を通じて

ジオパークの活用方法を学びました。
　基調講演では、兵庫県立大学院地域
資源マネジメント研究科助教の松原典孝
さんが豊岡市竹野町のジオカヌーを例に
挙げ、「地域にあるものをどのように魅せ
るかが重要」と訴えました。続いて事例
発表では、丹後町の「遊漁船とび丸タク
シー」を運行する西口敏明さんが「青の
洞窟」などの名所をコース化して利用者
が増加したことなどを紹介しました。

「ジオパークをビジネスに！」フォーラムで活用方法学ぶ

兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科
の松原助教による基調講演の様子

丹後あじわいの郷が西日本最大級の「道の駅」へ

丹後の食文化が集結！丹後王国「食のみやこ」オープン
　京都府農業公園「丹後あじわいの郷」（弥栄町）が４月
19日、西日本最大級の道の駅、丹後王国「食のみやこ」と
してリニューアルオープンしました。34㌶の施設全域が道
の駅に認定され、午後5時までだった営業時間も夜間10時
まで延長。さらに、入場料も無料になりました。
　園内では、地元の食材を生かした料理が味わえるレスト
ランやフードコート、京丹後産のお茶を提供する茶屋など、
飲食店舗が４軒から７軒に増加。また、農産物などの物販
店も増え、丹後の食文化が集結した施設として再出発しま
した。
　18日の前夜祭では、7色に変化するLED電球 30万個の
イルミネーションで園内をライトアップし、打ち上げ花火や
ステージイベントが行われたました。
　また、19日のオープン初日には、記念式典が行われたほか、
地元の事業者らが各ブースで農林水産物や加工品などを販
売。市内外から多くの家族連れなどが来場し、レストランで
食事を取ったり、商品を購入したりして楽しんでいました。
　運営主体は、人材派遣会社「パソナグループ」と地元農
家や企業６社とともに設立した株式会社「丹後王国」。1、２、

４「、にもととるす進推を」業産次6「たせわ合み組を業産次３
次産業」と位置づける人材育成を合わせた「10次産業」を
展開します。

1

2 3

4 5
1.「丹後七姫」が迎えるメインゲート　2.地元の新鮮な野菜を販売
3.～5.フードコートでは、旬の野菜や新鮮な魚介類を使った料理の
ほか、ブランド豚や熟成肉のバーベキューを堪能できる



５月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
３ ４ 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 6/1 2 3 4 5 6

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　マクロレンズを通して見た
しずく、花、アリ。肉眼では
見ることができない神秘的な
美しい世界が広がります。心
癒され、幸せを感じる写真集
です。

　いつもひとりぼっちのカ
エルのぴっぽ。眠

ねむ

れない夜
よる

、
小さなひつじと出会い、ふ
たりは夢

ゆめ

の旅
たび

にでます。旅
たび

の
末
すえ

見
み

つけたものは…。色
いろ

鮮
あざ

や
かで幻

げん

想
そう

的
てき

、心
ここ

地
ち

よい夢
ゆめ

の中
なか

のような絵
え

本
ほん

です。

◉ ぴっぽのたび 刀根 里衣／著
ＮＨＫ出版

◉ 幸せのしずく 浅井 美紀／著
扶桑社World of water Drops 

　

近
年
、
社
会
情
勢
や

自
然
環
境
の
変
化
と
と

も
に
、
災
害
の
形
態
は

多
様
・
大
規
模
化
し
て

お
り
、
従
来
の
消
防
業

務
に
加
え
て
、
消
防
が

果
た
す
べ
き
役
割
は
複

雑
か
つ
高
度
化
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
市
消
防
本
部
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
老

朽
化
し
た
消
防
緊
急
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
更

新
し
、
最
新
の
情
報
通

信
技
術
を
備
え
た
「
高

機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
規
模
か
つ

特
殊
な
災
害
現
場
に
お

い
て
、
よ
り
円
滑
な
消

防
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、「
資
機
材
搬
送
車
」

お
よ
び
「
指
揮
支
援
車
」

を
配
備
し
、
４
月
１
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

多
様
・
大
規
模
化
す
る
災
害
に
備
え

消
防
施
設
を
充
実
・
強
化

米
軍
関
係
者
と
一
緒
に
卵
に
ク
レ
ヨ

ン
な
ど
で
絵
を
描
い
て
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

「イースターエッグハント」で文化交流
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京都府丹後文化会館　インフォメーション

5/31日

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　	高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場 №45

主催／（公財）京都府丹後文化事業団

ANNIE
 上映開始

① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30
（上映時間 1時間 58 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

アニー

　
市
国
際
交
流
協
会
は
４
月
５
日
、
大
宮
町
の
セ

ン
ト
ラ
ー
レ
ホ
テ
ル
京
丹
後
で
、「
イ
ー
ス
タ
ー

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
米
軍
経
ヶ

岬
通
信
所
と
の
共
催
で
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に

外
国
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
、
米
軍
関
係
者
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
米
軍
関
係
者
と
そ
の
家
族
、
市
内

の
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
キ
リ
ス

ト
教
の
春
の
行
事
で
行
わ
れ
る
遊
び
を
模
し
た
、

お
菓
子
が
入
っ
た
卵
型
の
ケ
ー
ス
を
拾
い
集
め
る

ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
本
物
の
卵
に
絵
を
描
く
「
エ
ッ

グ
ペ
イ
ン
ト
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
米
軍
関
係
者
と
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
話
し
な
が

ら
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
5 月 15 日（金）当日消印有効。当選者の発表は５月
号のこのコーナーで。

◆４月号の答え
問１…創生　問２…京丹後鉄道　問３…世話

◆４月号当選者
水口万里子さん（大宮町）、今井善四郎さん（網野町）、
大木敏正さん（大宮町）、中西妙子さん（峰山町）、井
元美代子さん（久美浜町）
応募総数 25人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ スポーツ施設「○カ所」の愛称が決定
問２ 「○○○食堂」で漁師めしが食べ放題
問３ 丹後の食文化が集結 「丹後王国○○○○○」オープン

広報クイズ

▲高機能消防指令システム
大規模災害に備えて、指令台の機能を強化。災害通報から
事案終了まで、最新鋭のシステムで消防活動をサポートし
ます。さらに、デジタル化された消防無線は、消防本部・
西山・丹後地域公民館を基地局とし、３局で管内全てをカ
バーする高度なネットワークを構築しています。

▲資機材搬送車
大規模かつ特殊な災害（海
水浴場での水難事故など）
に対応するために必要な資
機材を積載して、災害現場
まで緊急搬送します。

▲指揮支援車
各種災害において、現場指
揮活動や後方支援活動など
に活用します。

㊤パズル絵本の読み聞かせ
㊦工作「ダンシングチーズ」

プレイガイド（前売所）
【京丹後市】（峰山町）京都府
丹後文化会館、マルヨシ書店、
㈱淀徳商店、宮田教育堂、マ
イン、たつみ印刷／（大宮町）
田崎書店／（網野町）モリノ／

（丹後町）小市郎商店／（弥栄
町）㈲平井商店／（久美浜町）
イケダ堂

【丹後各市町】㈱にしがき全店
【与謝野町】中上写真館ウイル店
【宮津市】㈱宝来屋
【福知山市】㈱福島文進堂
【豊岡市】豊岡市民プラザ

米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
と
共
催

◆ 読み聞かせのご案内

５月から新たに読み聞かせが始まります！

◎久美浜図書室「えほんのへや」（乳幼児対象）
　第 2木曜日　11時 15分～ 11時 30分

５月から時間が変わります！

◎あみの図書館
　毎週土曜日、3歳～小学生を対象とした読み聞
かせの時間が 10 時 30 分～ 11 時 00 分に変更に
なります（変更前は 11時 00分～ 11時 30分）。
※ 14時 00分～ 14時 30分の変更はありません。

◆ 「おはなしひろば春スペシャル」を開催

　峰山図書館で毎週土曜日に開催し
ている「おはなしひろば」。季節ごと
に“スペシャル”とし、絵本の読み
聞かせに加え、パネルシアターや工
作など多彩な催しを実施しています。
　3月14日の「春スペシャル」には、
親子連れなど約30人が参加。初めて
見るまるい絵本や、四角い箱を組み
合わせたパズル絵本のおはなしを楽
しみました。おはなしの後の工作で
は、アンパンマンのチーズを作りま
した。
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人口・世帯数
男　	27,965人	（－134）
女　	 30,139人	（－163）
計	 　58,104人	（－297）
世帯数	　22,662世帯	（－2）
4月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

▼
こ
の
４
月
に
企
画
政
策
課
に
異

動
と
な
り
、
慣
れ
な
い
仕
事
に

日
々
あ
た
ふ
た
し
て
い
ま
す
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
４
年
前
に
秘

書
広
報
広
聴
課
へ
来
た
と
き
も
こ

ん
な
感
じ
で
、気
持
ち
ば
か
り
焦
っ

て
仕
事
を
し
て
い
た
よ
う
な
。
た

だ
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
楽
し
ん
で

や
る
ほ
う
が
、
い
い
結
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
ん
な
勝
手
な
思
い

と
、周
り
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
っ

て
、
４
年
間
を
勤
め
て
き
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
も
、
ず
ー
と

楽
し
く
！
い
き
た
い
で
す
／
忍

▼
同
じ
く
、
秘
書
広
報
広
聴
課

を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

“
織
”
で
す
。
２
年
間
の
秘
書
担

当
と
と
も
に
、「
広
報
き
ょ
う
た
ん

ご
」
に
も
携
わ
り
、
と
も
に
多
く

の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な

か
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
思
い
や
ご
意
見
を

直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
／
織

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
山

町
杉

谷
889

2015.05  vol.134
☎

0772-69-0110
℻

0772-69-0901
HP http://w

w
w
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ＦＭたんご ネット放送開始 パソコンやスマートフォンからＦＭたんごのラジオ
放送を聞くことができます。詳しくは、ＦＭたんご
ホームページ【fm-tango.jp/】でご確認ください。

　
本
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、“
国
籍
や
民
族
、
文
化
な

ど
の
ち
が
い
を
認
め
合
い
、
共
に
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
へ
”
を
基
本
理
念
と
し
た
、
府
内
初
の
「
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
（
8
㌻
関

連
）。
市
内
の
国
際
交
流
拠
点
で
あ
る
市
国
際
交
流

協
会
は
、
今
後
、
同
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
目
標
達
成
の

た
め
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
同

協
会
の
事
務
局
長
と
し
て
、
日
々
外
国
人
市
民
と

向
き
合
う
麻
田
友
子
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

♦　
　
♦　
　
♦

　
「
外
国
人
＝
支
援
が
必
要
な
人
、
日
本
人
＝
支
援

者
で
は
な
い
」
と
話
す
麻
田
さ
ん
。「
そ
れ
ぞ
れ
が

自
立
し
て
い
て
、
日
本
人
の
私
た
ち
に
は
で
き
な
い

こ
と
が
で
き
る
。
外
国
人
市
民
に
も
地
域
の
い
ろ
ん

な
場
面
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　

麻
田
さ
ん
は
兵
庫
県
豊
岡
市
出
身
。
同
県
立
出

石
高
の
英
語
コ
ー
ス
を
卒
業
後
、
信
用
金
庫
な
ど

の
仕
事
を
経
て
、
結
婚
を
機
に
京
丹
後
市
へ
。
平

成
20
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
市
国
際
交
流
協
会
に

同
年
11
月
か
ら
勤
務
し
、
今
年
で
８
年
目
を
迎
え

る
。「
外
国
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
の
で
最
初
は

不
安
だ
っ
た
。
で
も
、
あ
い
さ
つ
さ
え
覚
え
れ
ば

何
と
か
な
り
ま
す
」
と
笑
う
麻
田
さ
ん
。
持
ち
前

の
明
る
い
人
柄
も
あ
っ
て
、
彼
女
の
も
と
に
は
頻

繁
に
外
国
人
市
民
が
訪
れ
、
近
況
を
報
告
し
た
り
、

悩
み
を
相
談
し
た
り
し
て
い
る
。

　
現
在
本
市
に
住
む
外
国
人
市
民
は
、
中
国
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
18
カ
国
の
約
５
０
０
人
。

そ
の
約
８
割
は
女
性
で
、
結
婚
や
子
育
て
を
経
験

し
、
丹
後
で
働
い
て
い
る
。
そ
ん
な
外
国
人
市
民

が
直
面
す
る
課
題
は
や
は
り
“
言
葉
の
壁
”。
日
常

会
話
は
で
き
て
も
、
学
校
か
ら
の
連
絡
が
分
か
ら

な
か
っ
た
り
、
病
院
で
自
分
の
症
状
が
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
中
、
麻
田
さ
ん
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

は
外
国
人
向
け
の
「
日
本
語
教
室
」。
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
で
き
る
だ
け
継
続
し

て
受
講
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
習
者
の
都
合
や

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
１
対
１
の
個
別
指
導
と
し
た
。

教
室
は
人
気
で
、
１
人
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
複
数
の
受
講
生
を
担
当
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
不
足
し
、
一
時
は
待
機
が
で
る
ほ
ど
に
…
。
新

規
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
に
行
う
研
修
会
に
加
え
、

講
師
の
確
保
に
奔
走
す
る
日
々
が
続
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
研
修

会
や
留
学
生
を
招
い
た
ツ
ア
ー
、
外
国
人
市
民
が

講
師
を
務
め
る
中
国
語
・
英
語
講
座
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
次
々
と
企
画
し
、

国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
や
市
民
と
の
交

流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
成
果
は
確
実
に
現
れ
て
き
て
い
ま
す
」
と
喜
ぶ

麻
田
さ
ん
。
日
本
語
教
室
受
講
生
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
女
性
は
、
３
カ
国
語
に
対
応
す
る
観
光
ガ
イ
ド

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
や

地
域
の
英
語
講
師
を
務
め
る
外
国
人
市
民
も
い
る
。

ま
た
、
小
学
３
年
の
と
き
に
日
本
に
来
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
女
の
子
は
、
今
春
、
日
本
の
高
校
試
験

に
合
格
し
た
と
い
う
。

　
「
お
互
い
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
力
を
出

し
合
う
こ
と
で
、
地
域
に
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ

る
。
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い
に
関
係
な
く
、
外

国
人
市
民
が
活
躍
で
き
る
よ
う
“
人
と
人
を
つ
な

ぐ
”
架
け
橋
に
な
り
た
い 
―
」

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
長
と
し

て
、
日
々
外
国
人
市
民
と
向
き
合
う

麻
田
さ
ん

麻 田 友 子 さん（36）網野町下岡

京丹後市国際交流協会事務局長
多文化共生マネージャー

外
国
人
市
民
が
活
躍
す
る

   

豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
て
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